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 道民とともに 、 れる博物館として な 間と 間を し けるために、 と連 を りながら の

や利用 の に めると に、 ールなどの館内施設の活用を っています。 
 

との  
 
 北海道博物館、北海道開拓の村、 幌 公 自然 れ い 館 道立自然公 幌 公 の一体的 つ 的な ・

に めてい ため、 との一 の連 を めています。 
 
1  道 公 公  

 この協議会は、道立自然公 幌 公 の の や連絡 を り地域内の合 を行うとともに、道立自

然公 に ける と利用 に な施 を実施することで、実 に た ・利用 を 出することを目的として、 13
（2001）年4年6日に設 れたものです。 

成（ 29年4月 ） 
、北海道 総合 、札幌市、北 市、 市、一般財団法人北海道歴史文化財団、北海道博物館

（事 ） 
 

成28 の  
  

2016年4月15日 協議会の開 （ 27年度事業 、 28年度事業 の など） 

 
成29 の  

  
2017年4月14日 協議会の開 （ 28年度事業 、 29年度事業 の など） 

 
2  公  

 この会議は、 幌 公 に ける の に を すため、 との連絡 をは め、公 区域内の

トロールや のための 活動を実施することを目的に設 れています。 
（ 29年4月 ） 

幌 合、一般財団法人北海道歴史文化財団、公益財団法人北海道 文化財センター、 、 総合

、札幌市、 市、北 市、北海道博物館（事 ）など 
 
成28 の  

  
2016年4月15日 会議の開  議 ・ 27年  

  ・ 28年度 幌 公 実施  

 
成29 の  

  
2017年4月14日 会議の開  議 ・ 28年  

  ・ 29年度 幌 公 実施  

1  

Ⅲ 北 海 道 博 物 館 の 運 営



123
 

 

 
 当館は 和46（1971）年に した北海道開拓記 館の施 を利用しており、 れ 来数度に たり施 や の補 を実施

してきました。平成27（2015）年の開館に して、 的トイレの新 、収蔵庫 子ロックシステムの 入など、大 な施

を行いました。開館後は、来館者の安 を 保し、より利用者の利 性の向上を図るため、 職員を にした の実施

のほか、館 の補 や 境の に取り でいます。 
 
平成28年度の （1件） 

  
2016年12 16  AED 作など   博物館職員及び 定 者 44人 

 
平成28年度の の （4件） 

は   
2016年5 13 ～7 13  上 レ ー ー  

2016年10 1 ～11 29  自然 れあい 流館 木道  

2017年1 24 ～2 10  グランド ー ロック  

2017年1 21 ～2 28  記 ー 火 器  

 
 
平成29年度の （1件） 

  
2018年 3 23  ・ 等の  

 
平成29年度の の （5件） 

は   
2017年6 3 ～6 14  図書 話機取 及び 視 ラ用 源  
2017年10 14 ～11 15  グランド ー 入口 取  

2017年11 1 ～2018年3 20 北海道開拓の村 語 説 ・サイン等 （ 説 ・サイン数180） 

2018年1 18 ～3 20  北海道開拓の村トイレ洋式化  

2018年3 8 ～3 30  北海道開拓の村 Wi-Fi  
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者  は のような の により、施設や設 の などを行っています。

 
 「北海道立総合博物館指定 者 」（平成26 年10 月）より   

  

道 者

・利用 （利用の 、 内、 、 、 し）、 、

利用 等

・ に ける利用の 、利用 、

・ 展示 の 事業等の実施

利用 の 利用 の 、 、

（ ）

・北海道の歴史、文化、自然等に する を

（ の ）

・北海道の歴史、文化、自然等に する を

（ の展示）

・展示 展示の ・解説

（ ）

・北海道の歴史、文化、自然等に する 等の

・ に う 、 等の 行等

（教 事業の実施）

・ 会、体 学 会等の開 による学 の の 等

・体 学 の

（ 内 等の ）

・展示物に する 内 、解説 等の

（ ール等の 用）

・ 用の 、 、 は 業

（ ）

・ の の 、 、 示 業

（ 等の 行）

・ の 等の 行等の 、

（ の 出）

・ の 出の 、

ン ット、 ター、 業等による 活動 道

インター ット・ 等による 事業

利用 度 の実施、 の公

事 等 事 の 、道・ 等 の連絡等

の 、道・ 等 の連絡等

利用 の 解・利用の に する行 事 は事業等の実施

、 等の設 による 物等の

物等 地内 ・ 等の

日 、 、

業 業 （ 地内 等を む）

展示施設の ・総合展示 の展示の 業 （ 展示 等の 業 を む）

・博物館 物内の

・ 施設地区内の 、カラ の 等

業 に る 等の 、 、 等

業 に る施設 等の 、 、 等

施設利用 の

業 に う財 、 、 等

等の

の

用道 、 ロータリー、 年 区の 道、業 用

、 （博物館 ）、博物館 等の

施設設 等

の

利用 の利 性向

等に する業

施設の 設 等の法 、 物 の 、 施設 等の ・

、 の 等

施 設 の 利用 業

博物館事業

利用 業
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博物館 の  
 
 展 会の関 イ ントなどに して、関係機関や と し、記 ー や講 などの大 間を活用した企画を実施したほ

か、総合展 関 の リジナ グッ の を行っています。 
 
（1） の  
平成28年度の の   

 は   者 
記 ー  2016年7 8  特別展「ジ パークへ行こ ！」開会式 北海道博物館 

 2016年7 16  ジ パークまつり（ ーチ ジ ツアー） 北の ージアム活性化実行 員会 

 2016年11 3  アイヌ音楽ライ  北海道博物館 

 2017年2 3  「 記 ス ーツ博物館北海道 回展」開会式 
 

独 行 法人 本ス ーツ ン

ー、北海道博物館ほか 

講  2016年7 16  ジ パークまつり 北の ージアム活性化実行 員会 

グランド ー  2016年5 28・29 、 
6 4・5  

特別イ ント 特別展「ジ パークへ行こ ！」の展 を

み なでつく ！ 
北海道博物館 

 
平成29年度の の   

 は   者 
 2017 7 8   博物館 

 2017 11 3    博物館 

  活   博物館 
 2017 6 24 ～25  28   

 2017 7 15  2017 博物館  

 2017 10 14  2017   

 2017 10 27 ～28  博物館 博物館  活  

 2017 11 13  博物館

 
 

 
（2） ジ ル  

 名 
総合展 関 （9 ） 
（平成27年度より 中） 

 定  ットン ッグ 

モ  筆2本 ット 木 ストラップ 

し ム ース ー B5ノート 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

総合展示関連グッズの一部 

リジナ グッ は、北海道博物館入口の ージアム・ フ （ 定 者  011-898-0466）で しています。   
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2 北海道立総合博物館協議会 

 
 北海道立総合博物館 に 、北海道立総合博物館の事業を つ に行うため、 事の として、「北海道立総合

博物館協議会」 「 イ 民 文化 センター 会」を設 しています。 28年度・ 29年度の開 日・協議事 は

のと りです。 
 

北海道 博物館  
 

成 28 の北海道 博物館  
第 1 回 時  平成28 年8 月10 （ ） 10:00 12:10 

 場 所  北海道博物館 記念 ール 
 議 題  （1）平成27 年度 業実績について 

   （2）平成28 年度 業 画について 
   （3）その  
第 2 回 時  平成29 年3 月30 （ ） 13:30 15:30 

 場 所  北海道 別館 9  第1 研  
 議 題  （1）平成28 年度 北海道博物館 業実績 （業 実績に関する内 ） 

   （2）平成29 年度 北海道博物館年度 画  
   （3）その  

 
（ 27年8月1日 29年7月31日） 
      名     2016 7  

   会社 北海道 代表取 社長 
   北海道 学総合博物館 館長 

  （ 会長） 社 人北海道アイヌ 会 長 
   学 学  

々   （会長） 北海道 学 学 文学研究   
   イオン北海道 会社 取 行 員 長 
 優   学 学長 

 
 

成 29 の北海道 博物館  
第 1 回 時  平成29 年9 月12 （火） 14:00 16:00 

 場 所  北海道博物館  
 議 題  （1）会長およ 会長の 出 

   （2）北海道博物館 第 期中期 ・ 画期 中間 に関する総合 議 
   （3）北海道立総合博物館 議会アイヌ民族文化研究センター専門 会の 員の について 
   （4）平成29 年度北海道立総合博物館 議会 ス ジ ールについて 
第 2 回 時  平成30 年3 月27 （火） 13:30 15:30 

 場 所  北海道博物館  
 議 題  （1）北海道博物館 第 期中期 ・ 画期 中間  

   （2）平成29 年度 北海道博物館 業実績 （業 実績に関する内 ） 
   （3）平成30 年度 北海道博物館年度 画 
   （4）平成30 年度 北海道立総合博物館 議会 ス ジ ール 
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（ 29年9月6日 31年9月5日） 
      名     2017 9  

   会社北海道 一世 総合研究所 問 
  （会長） 北海道 学総合博物館 館長（ ） 
   学 学  

々  史   立アイヌ民族博物館設立   
 一  （ 会長） 社 人北海道アイヌ 会 、 アイヌ 会 会長 
   イオン北海道 会社 行 員取  長 

 万   北海道 学総合博物館 館長（ ） 
 
 

北海道 博物館 アイヌ民族文化研究センター  
 

成 28 の北海道 博物館 アイヌ民族文化研究センター  
第 1 回 時  平成28 年8 月25 （ ） 13:50 15:25 

 場 所  テル ポールスター  多 的 ール A 
 議 題  （1）平成28 年度第 回北海道立総合博物館 議会の 果について 

   （2）アイヌ民族文化研究センター平成27 年度 業実績 平成28 年度 画について 
   （3）今後のス ジ ール について 
   （4） ・  

 
（ 27年11月1日 29年10月31日） 
      名     2016 7  

   学 特  
  （ 会長） 社 人北海道アイヌ 会 長 

   学 学  
 々   広 イト ポポ 会 会長 

 一   社 人北海道アイヌ 会 、 アイヌ 会 会長 
関    平取アイヌ文化 会  

加 会 、 委員は本会に たる北海道立総合博物館協議会委員を 。 
 

成 29 の北海道 博物館 アイヌ民族文化研究センター  
第 1 回 時  平成29 年11 月16 （ ） 13:30 15:00 

 場 所  北海道博物館  
 議 題  （1）平成29 年度第 回北海道立総合博物館 議会（中間 ）の 果について 

   （2）アイヌ民族文化研究センター平成28 年度 業実績 平成29 年度 画について 
   （3）今後のス ジ ール について 
   （4）その  

 
（ 29年11月1日 31年10月31日） 
      名     2017 11  

   学 名  
   学 学  

 々   広 イト ポポ 会 会長 
 一  （ 会長） 社 人北海道アイヌ 会 、 アイヌ 会 会長 

関    平取アイヌ文化 会  
中    社 人北海道アイヌ 会 、 アイヌ 会 会長 

会 、 委員は本会に たる北海道立総合博物館協議会委員を 。 
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要 
 
 22（2010）年9月に道が した「北海道博物館 本 」の で「博物館 の 」について、「 が に行 れて

いる を的 に し、 に める。」ことが示 れました。これを け、 27（2015）年8月に開 れた 1 の北海

道立総合博物館協議会に いて、 事 ら協議会に して「北海道博物館の 法の り について」の が行 れました。

法の り については、会 を とする 3 名の協議会委員による「 業 会」に いて れ、 28（2016）年 3
月に開 れた 2 の協議会で が れ、 事に 出 れました。 の な 目は のと りです。 
 

・ 北海道博物館（ 「博物館」という）の については、博物館による「内 」加え、 による「

」が で る。（ 1 目） 
・ 博物館が実施する「内 」は、博物館の 本的 目 ・ に いて 目を設 し、

を行う。（ 2 目） 
・ による博物館の「 」は、北海道立総合博物館協議会が実施する。 

また、北海道立総合博物館協議会 イ 民 文化 センター 会は、 のための 的な 見 の

を うこととする。（ 4 目） 
・ 「道民参加 」を立 、 としての 見 ・ の 能を 実 るため、館 の に える

をつ ることが ましい。（ 6 目） 
 

 「内 」は、 年度、北海道博物館の グループによる 目 と博物館が設 する「北海道博物館内 委員会（ 、

「内 委員会」という。）」による総 により行い、 に して協議会による が行 れます。 
「 」については、 1 目 ・ の 間年で る 29（2017）年度に協議会による「 」が実施 れまし

た。また、 目 ・ の 年度に たる 31（2019）年度には、5年間の事業実施による 目 ・ の につい

ての「 」を実施することが れています。 
 

 
 

別  
 グループが実施した事業に する 業の に いて、年度 の 目 とに、 グループのグループリー ーが年度事

業の実 なら に の や を するとともに、 により を行っています。 
   

 
 目 の に いて、博物館が設 した「内 委員会」に いて、 体 事 について により の

目についての を行っています。 
 

  （1）博物館活 の となる、展示、 研究 を させる  
  （2）道民が特 ある地域文化の や地域活性化の とするための  
  （3）利用者の に立った博物館 くりへの  
  （4）道民との連携、 する博物館 くりへの  
  （5）北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する  
  （6）道民の 的興 に える博物館 くりへの  
  （7）研究成果を活かし、北海道の かな未来の実現に けた  
  （8）アイヌ文化の振興に寄与すると共に多文化共生社会の実現に けた  
  （9）各々の を実施するために な ナンス の 立に けた  
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果 
  

成27 の北海道博物館  
評  価  項  目 評 価 基 準（4段階） 

（1）博物館活動の となる、展示、 等を る  A（ に実施している） 
（2）道民が る地域文化の や地域活性化の とするための  B（ に実施していない） 
（3）利用 の に立った博物館 り の  A（ に実施している） 
（4）道民との連 、協 する博物館 り の  A（ に実施している） 
（5）北海道の 的博物館として、地域の活性化に する  B（ に実施していない） 
（6）道民の 的 に える博物館 り の  B（ に実施していない） 
（7） を活 し、北海道の な の実 に向けた  B（ に実施していない） 
（8） イ 文化の に すると に 文化 会の実 に向けた  A（ に実施している） 
（9） の を実施するために な ナン 体 の 立に向けた  A（ に実施している） 

 
成28 の北海道博物館  

評  価  項  目 評 価 基 準（4段階） 
（1）博物館活動の となる、展示、 等を る  A（ に実施している） 
（2）道民が る地域文化の や地域活性化の とするための  A（ に実施している） 
（3）利用 の に立った博物館 り の  B（ に実施していない） 
（4）道民との連 、協 する博物館 り の  B（ に実施していない） 
（5）北海道の 的博物館として、地域の活性化に する  B（ に実施していない） 
（6）道民の 的 に える博物館 り の  B（ に実施していない） 
（7） を活 し、北海道の な の実 に向けた  A（ に実施している） 
（8） イ 文化の に すると に 文化 会の実 に向けた  A（ に実施している） 
（9） の を実施するために な ナン 体 の 立に向けた  B（ に実施していない） 

 
成29 の北海道博物館  

評  価  項  目 評 価 基 準（4段階） 
（1）博物館活動の となる、展示、 等を る  A（ に実施している） 
（2）道民が る地域文化の や地域活性化の とするための  A（ に実施している） 
（3）利用 の に立った博物館 り の  B（ に実施していない） 
（4）道民との連 、協 する博物館 り の  B（ に実施していない） 
（5）北海道の 的博物館として、地域の活性化に する  A（ に実施している） 
（6）道民の 的 に える博物館 り の  B（ に実施していない） 
（7） を活 し、北海道の な の実 に向けた  A（ に実施している） 
（8） イ 文化の に すると に 文化 会の実 に向けた  B（ に実施していない） 
（9） の を実施するために な ナン 体 の 立に向けた  B（ に実施していない） 

 
 

別 の と の  

評 価 基 準 
判 断 の 目 安 

取組の項目に関する事項（右欄の項目以外の項目） 数値目標の項目に関する事項 

「S」 って実施している の 、 の 等を ったと  度が90  
（S、Aの は を の 、 する。）「A」 に実施している の 、 の 等を たと  

「B」 に実施していない り んではいるが、 の 等を られな ったと 度が90  
（B、Cの は を の 、 する。）「C」 実施していない が行 れていないと  
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 協議会により、博物館の 目 ・ 間の 間年度 年度に 目 ・ の に しての が実施 れ

ます。 
目  （1）内 の に する  

  （2）内 の 法に する  
  （3） 年度の事業 に する  
  （4）目 体 に する  
  （5） ナン に する  

 
 イ 民 文化 センター 会は、 イ 民 文化 センターの事業 や の実 に して 的な 見 を行い、

の を の として 出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

       

       

    

     

       

    
 

    
博物館  

 
 

北海道立総合博物館協議会 

会 
北海道立総合博物館協議会 

 

 
 

北海道博物館
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果 
 北海道博物館 第 期中期 ・ 画期（平成27 31 年）の中間年にあたる平成29 年度の第1 回北海道立総合博物館 議会において、

この期間の中間 に関する総合 議を行いました。 
 北海道博物館の平成 27、28 年度の内 果に して、 に各 議会 員が を実施したものを 議会において 議したうえで、

平成27・28 年度の総合 について （ ） 総 が 定されました。 
 

評  価  項  目 評 価 基 準（ 段階） 
北海道博物館 1 間目 ・  間  総 B（ に実施していない） 

 
評  

総 1「博物館活 の となる、展示、 研究 を させる 」、総 2「道民が特 ある地域文化の や地域活

性化の とするための 」、総 7「研究成果を活かし、北海道の かな未来の実現に けた 」、総 8「アイヌ文

化の振興に寄与すると共に多文化共生社会の実現に けた 」については、A であり に実施されているものと された。 
この から北海道博物館は、博物館としての 的活 、成果 開、アイヌ文化振興について く された、とまとめられる。 
 
総 3「利用者の に立った博物館 くりへの 」、総 4「道民との連携、 する博物館 くりへの 」、総

5「北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する 」、総 6「道民の 的興 に える博物館 くりへの

」、総 9「各々の を実施するために な ナンス の 立に けた 」については、B であり に実施され

ていないと された。 
この は、 博物館活 における、地域・道民（利用者）との 地域活性化への ー － プ不 、 組織としての ナンスの不

明さがある、とまとめられる。 

 
 

（ ） 議会 員の館内 の 会では、 な学 が されている状 が 学できたが、すでに は で め くされ

ており、今後の を げない学 ・図 の の が と く指 された。北海道の文化的 ・ の 的な

は、博物館の第一 的な使命であることを明記し、道民が 心して学 ・図 を できる が まれる。 
 
（ ） を めた ナンスの 構築（北海道開拓の 、旧 れんが の活用方 を ）、特に ナンスの 化のための 、学

芸員・研究職員の 人の 設定とその 成度の明 化、オー ンス ー 方 の 、学 との連携 化、 ー ル

イン・ ア ー化の があげられた。 
 
（ ） 方 についても問題 が指 された。1 として、 による の が不 である。特に、 数の

に同 （内 ）が するなど が な になっている。「 的 方 」「中間 画・ 年度 画」と「 」の関

が なため、 来 な 内 のものが、 めて かりにくいものになっている。この方 は、 議会が 問を受けて 成した方 （

申）であるが、さらなる が である。2 としては、S、A、B、C の のうち、A： に実施している、B： に実施していな

い、となっており、 に実施している について きにくいものになっている。 回の では、その の が まれる。 
 
（ ） 問と 申、さらに と 議会との関 についても、 が出された。 議会に から 問されたのは、「 方 のあり方に

ついて」であり、 そのものの実施ではなかった。 方 を 成した 議会 員は内 の実 的 員と考えられ、 の立場から

をするもの（ 員）としては さわしくないという である。今回が初回の であるため、 議会 員がおこなうことは 的となるか

もしれないが、今後、内 と の明 な 別を示すことが との があった。また、今回の の実施については、 議会は

問を受けていない。この は 、あるいは館長が 議会へ 問する行 的な を まえた方が ましいという があった。

評 価 項 目 評 価 基 準（ 段階）

（1）博物館活動の となる、展示、 等を る A（ に実施している）

（2）道民が る地域文化の や地域活性化の とするための A（ に実施している）

（3）利用 の に立った博物館 り の B（ に実施していない）

（4）道民との連 、協 する博物館 り の B（ に実施していない）

（5）北海道の 的博物館として、地域の活性化に する B（ に実施していない）

（6）道民の 的 に える博物館 り の B（ に実施していない）

（7） を活 し、北海道の な の実 に向けた A（ に実施している）

（8） イ 文化の に すると に 文化 会の実 に向けた A（ に実施している）

（9） の を実施するために な ナン 体 の 立に向けた B（ に実施していない）
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4  

 
 道民と共に み、 れる博物館を し、利用者からの 見・ を 広く め、 後の展 の企画や教育 及 、広報活動

といった博物館活動や の に活かすため、アン ートによる利用者調査を実施しています。平成28（2016）・29（2017）年度

の実施時期と 果は 下のとおりです。 
 
平成28年度 者  

 

 
 
 
■ 年  

 

 
 
 
 
 
 

№1
2016 4 28 ～ 6 5 9,419 1.4% 128 68 54
2016 4 28 ～ 6 5 12,685 0.7% 86

№2
2016 7 9 ～ 9 25 59,243 1.6% 945 467 450
2016 7 9 ～ 9 25 56,993 0.8% 475

№3
2016 10 14 ～ 11 27 6,139 2.2% 137 58 78
2016 10 14 ～ 11 27 7,991 1.1% 91

№4
2016 12 22 ～ 2017 1 15 1,632 2.0% 32 14 18
2016 12 22 ～ 2017 1 15 1,796 1.3% 24

2017 2 3 ～ 3 17 4,267 1.3% 54

2017 2 3 ～ 3 31 5,445 1.4% 77
2017 2 3 ～ 3 31 6,492 0.2% 15

172,102 1.2% 2,064 607 600

1

1

第 ー

2020年東 リン ック・パラリン ックがやってくる

ート
者

第5 ー

1

第2 別

1

第1 出

資料

1

第6 ー

物

№5

№6
2016 7 5 ～ 9 4 2,705 3.5% 95 31 63

№7
2016 10 8 ～ 11 27 1,014 3.3% 33 21 11

3,719 3.4% 128 52 74

者
ート

第2 イ

第1 イ

文

10 10 20 30 40 50 60 64 65 69 70 80

№1
18 33 14 7 15 6 4 12 13 3 125

№2
398 285 20 64 72 24 14 26 29 13 945

№3
27 29 15 6 18 9 9 16 4 3 136

№4
2 4 8 0 3 4 2 3 5 1 32

8 11 8 6 16 13 6 8 3 3 82
453 362 65 83 124 56 35 65 54 23 1,320

第5 ー

第2 別

第6 ー

物

第1 出

2020年東 リン ック・パラリン ックがやってくる

第7 ー

資料

№5

10 10 20 30 40 50 60 64 65 69 70 80

№6
20 26 4 3 9 7 0 7 12 7 95

№7
1 0 2 1 3 3 3 7 11 1 32
21 26 6 4 12 10 3 14 23 8 127

文

第2 イ

第1 イ
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   者 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別 北 の 道 道

1
38 6 2 2 0 1 25 8 1

2
600 48 27 25 20 11 124 76 9

3
86 15 4 0 3 0 14 11 2

4
25 3 0 0 0 0 4 0 0

展

40 5 6 1 1 1 10 12 4
789 77 39 28 24 13 177 107 16

5
2020年 リン ッ ・ ラリン ッ がやって る

第 企画テーマ展

あったかい まい

第 企画テーマ展

きれい 不思議 しい！ 物

第 展

アイヌ民族の 形

第 企画テーマ展

アイヌ民族 を り伝える力

第 特別展

ジオパークへ行こう！

別 別 ー の 道 道

6
15 4 4 7 5 14 28 15 1

北 ー の 道 道

7
14 3 5 4 0 1 4 1 0

アイヌ文化 回展

第 アイヌ文化 展

アイヌ語地名を歩く 幸

第 アイヌ文化 展

アイヌ語地名を歩く

アイヌ文化 回展

と ッ ル 族 の

1
19 10 2 13 27 12 1

2
43 59 15 26 665 64 40

3
34 17 6 21 54 2 0

4
13 2 4 4 9 0 0

展

34 10 0 13 21 0 4
143 98 27 77 776 78 45

第 企画テーマ展

きれい 不思議 しい！ 物

第 展

アイヌ民族の 形
5

2020年 リン ッ ・ ラリン ッ がやって る

第 企画テーマ展

あったかい まい

第 企画テーマ展

アイヌ民族 を り伝える力

第 特別展

ジオパークへ行こう！

と ッ ル 族 の

6
4 23 3 9 44 2 7

7
19 3 0 6 4 0 0
23 26 3 15 49 2 7

アイヌ文化 回展

第 アイヌ文化 展

アイヌ語地名を歩く 幸

第 アイヌ文化 展

アイヌ語地名を歩く
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■    

 

 
 
 
■         度 

 

 
 
 
 

ジ ター の の

SNS

当館の

HP

当館の

イ ト
の

№1
8 2 2 0 11 7 5 1 7 5 1 36

№2
109 31 88 9 187 313 63 19 22 22 7 201

№3
13 2 4 4 14 21 12 5 12 18 2 41

№4
9 0 1 1 5 5 6 0 5 1 1 9

6 0 2 1 9 9 5 5 6 4 2 12

6 0 0 0 6 10 9 2 11 11 2 21
151 35 97 15 232 365 100 32 63 61 15 320

第5 ー

資料

第2 別

第6 ー

物

第1 出

№5
2020年東 リン ック・パラリン ックがやってくる

第7 ー

ジ ター の の

SNS

館

HP

道博の

HP

館
の

№6
11 3 3 0 3 12 4 8 2 39 11

№7
8 7 4 0 2 5 0 8 0 9 4

170 45 104 15 237 104 43 65 109 30 320

第1 イ

第2 イ

へ へ

№1 2016 4 28 ～6 5 93.0% 46 34 5 1
№2 2016 7 9 ～9 25 92.2% 232 206 17 20
№3 95.6% 43 44 3 1
№4 100.0% 18 6 0 0
№5 100.0% 6 6 0 0
№1

94.9% 59 53 5 1
№2

85.4% 346 393 70 56

94.6% 69 53 5 2

100.0% 18 13 0 0

95.9% 19 28 2 0

95.8% 21 48 3 0
90.2% 877 884 110 81

№3 第6 ー

きれい？不思議？楽しい！？漂着物

度

2016 10 14 ～11 27

2017 3 18 ～3 31
2016 12 22 ～2017 1 5

北海道博物館第2 別

第5 ー

資料

№4 第1 出

アイヌ民族の 形

№5
2020年東 リン ック・パラリン ックがやってくる

第7 ー

へ へ

100.0% 49 32 0 0

91.7% 7 15 2 0

56 2 0

度

98.1% 47

№6 第1 イ

アイヌ語地 を く

№7 第2 イ

アイヌ語地 を く 幌
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平成29年度 者  

 

 
 
 
■ 年  

 

 
 
 
■    

 

 
 
 
 
 
 
 
 

№1
2017 4 28 ～ 6 4 10,484 1.9% 202 86 114
2017 4 28 ～ 6 4 11,726 1.3% 155

№2
2017 7 8 ～ 9 24 19,565 1.7% 330 209 112
2017 7 8 ～ 9 24 33,592 0.8% 272

№3
2017 10 20 ～ 12 24 8,354 1.5% 118 60 57
2017 10 20 ～ 12 24 7,938 0.9% 74

№4
2018 02 2 ～ 4 8 7,247 1.5% 110 58 49
2018 02 2 ～ 4 8 7,155 1.0% 74

105,761 1.3% 1,335 413 332
1

ート
者

第8 ー

1

第2 別

第10 ー

動物

1

第9 ー

1

 

№5
2017 7 22 ～ 10 18 952 7.5% 71 46 27

ート

第3 イ

文 者

10 10 20 30 40 50 60 64 65 69 70 80

№1
59 54 14 14 28 14 7 7 3 2 202

№2
58 77 34 19 42 39 14 11 19 7 320

№3
24 15 6 2 18 15 11 12 13 2 118

№4
15 9 17 14 12 12 10 8 11 0 108
156 155 71 49 100 80 42 38 46 11 748

第8 ー

第3 別

第9 ー

第10 ー

 

動物

10 10 20 30 40 50 60 64 65 69 70 80

№5
0 5 2 5 16 20 6 13 3 2 72

文

第3 イ

別 北 の 道 道

№1
120 32 0 3 1 1 28 10 4

№2
195 16 10 7 4 2 47 27 3

№3
77 11 5 1 1 2 12 6 1

№4
66 6 0 1 1 0 14 13 3
458 65 15 12 7 5 101 56 11

第9 ー

第10 ー

 

第8 ー

動物

第3 別

の 道 道

№5
2 1 1 1 7 59 0

文

第3 イ
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■   者 

 

 

 
 
■    

 

 
 
 
■         度 

 

 
 

ル の

№1
24 28 9 8 113 18 2

№2
84 33 5 42 110 16 6

№3
40 7 4 19 38 2 4

№4
29 28 3 14 30 0 1
177 96 21 83 291 36 13

第9 ー

第10 ー

 

第8 ー

動物

第3 別

ル の

№5
26 3 0 18 21 0 3

文

第3 イ

ジ ター の の

SNS

当館の

HP

当館の

イ ト
の

№1
11 3 2 2 17 56 19 2 20 21 1 60

№2
90 16 3 10 55 74 20 13 18 15 3 41

№3
23 4 2 5 20 18 10 5 14 5 4 26

№4
9 3 1 1 12 10 15 2 23 13 4 25

133 26 8 18 104 158 64 22 75 54 12 152

第8 ー

動物

第3 別

第9 ー

第10 ー

 

ジ ター の の

SNS

道博の

HP

館
の

№5
1 4 0 0 16 1 1 1 43 3

第3 イ

2

へ へ

№1 2017 4 28 ～6 4 97.4% 89 62 3 1
№2 2017 7 8 ～9 24 94.8% 169 103 12 3
№3 97.1% 43 25 1 1
№4 97.3% 40 32 2 0
№1

96.3% 106 78 5 2
№2

94.8% 169 103 12 3

98.2% 58 51 2 0

97.1% 44 56 1 2
96.1% 718 510 38 12

度

2017 10 20 ～12 24
2018 2 2 ～4 8

第10 ー

 

№4

第8 ー

動物

第3 別

№3 第9 ー

へ へ

96.6% 16 41 2 0

度

№5 第3 イ

アイヌ語地 を く
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5 職員  

 
 活動 館 館

館 報告 館 報告  
 
職員の 研  
 平成28年度の 研 （4件 4名） 
研 名  研    名 

  
 6 17 ～19  

  
 

8 19 ～21
 

文

 
文   8 2  館

  
第11回 形民 文化 研究

協議会 
独 行 法人 文化

機 東 文化 研究

所 形文化  

形文化 と －リスクマ

ジ ントと復 サ ート 
12 9  東 文化 研究所（東

東 ） 
尾 曲 香 織

 

 
 平成29年度の 研 （4件 7名） 
研 名  研    名 

ージアム・マ ージ ン

ト研 会 
北海道博物館協会 
 

公的ストックを活かした博物館

くり 
10 19  

～20
公民館ほか（

） 
栗 原 憲 一

遠 藤 志 保

谷 史

第65回 博物館大会 本博物館協会 学 教育との を にした、博物

館における人 育成 等 
11 29  

～12 2
iichiko総合文化 ン

ーほか（大分 ） 
栗 原 憲 一

谷 史

第12回 形民 文化 研究

協議会 
東 文化 研究所 ユ ス 形文化 度の

みや 実、 の変 の 、 の

形文化 保 情 の紹介 

12 18  東 文化 研究所（東

東 ） 
甲 地 利 恵

第7回 ージアム・マ ジ

ント研  
文化  博物館等の企画及び に

要な専門的 びに 術館・歴史

博物館を取り く社会動向 

12 13～15  東 博物館（東

） 
甲 地 利 恵

 
館 研  
平成28年度の館 研究  

 者 研究 ルー  タイトル 
4 27    研究グ ープ年度 画 

5 25  尾曲香織 生活文化研究グ ープ 節 人形の保 と 分に関する民 学的研究－ 岡県のテンジンサンを として－ 

 池田  生活文化研究グ ープ 代社会におけるモノの 分と －博物館へのモノの寄 とい 行 の分 から－ 

6 29  水島未記 自然研究グ ープ サハリン・アムー 地域の植生および植物相と先住民の植物資源利用 

 奥田統己 アイヌ民族文化研究 ン ー アイヌ口承文芸の「語り方」を る アイヌ語韻文の分  
7 27  浦  歴史研究グ ープ 当館所蔵の記録資料について 

 小林孝二 博物館研究グ ープ 代 住居再  

9 7  堀 久 自然研究グ ープ 野幌森林公園の 生類・ 類と 来  

 木 子 歴史研究グ ープ 蝦夷の  

10 26  村上孝一 博物館研究グ ープ 開拓の村 のあ み 

大谷洋一 アイヌ文化研究グ ープ ムイからアイヌへの 思伝 について－北海道アイヌの散文説話を中心に－ 
11 16  甲地利恵 アイヌ文化研究グ ープ アイヌ音楽の拍節 について 

 添田雄二 自然研究グ ープ 「小氷 期最寒冷期と巨大噴火・津波がアイヌ民族へ与えた影響」調査 報 
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11 30  舟山直治  鳥取県、兵庫県、岡山県の川ス りについて 

右代啓視 歴史研究グ ープ 北方四島の考古学的研究について 

12 21  鈴木 也 歴史研究グ ープ 文文化の成  

田村雅史 アイヌ文化研究グ ープ 小話 文書「チ 」 

1 26  表 太 自然研究グ ープ 東ロシアと北海道のシマフクロウ研究 
会田 人 生活文化研究グ ープ 道樺太実 野 大会 

2 22  栗原憲一 博物館研究グ ープ 2016年度博物館実習において実施した来場者調査について 

林伸  歴史研究グ ープ 治と研究 

3 29  利  アイヌ文化研究グ ープ アイヌ物 文化はどのよ な視 から研究 れてきたの か－民 学研究と考古学

研究のは ま－ 

青柳かつら 生活文化研究グ ープ 高齢者と協働するナレッジ活用型地域資源学習プログラムの開発 

 
 
平成29年度の館 研究  

 者 研究 ルー  タイトル 
4 26  甲地利恵 

表 太 
アイヌ文化研究グ ープ 
自然研究グ ープ 

2016年10 ～11  ア ー での調査報告 

 堀 久 博物館研究グ ープ ーロッパの博物館の自然史資料の展 と保  

6 15    研究グ ープ年度 画 
6 28  水島未記 自然研究グ ープ 漂着した 類の調査と「ストラン ング ット ーク北海道」の活動 

 池田  生活文化研究グ ープ け 教 法の研究 

7 26  東俊佑 歴史研究グ ープ ロシア・サンクト テ グでの史料調査について 

 佐々木利和 アイヌ民族文化研究 ン ー 『職 図（し っこ ）』中の「庫野（くえ）」の描 について 

9 6  小川正人 アイヌ民族文化研究 ン ー 代におけるアイヌ民族による伝統文化の紹介・展 に関する調査について 

 山 紀 生活文化研究グ ープ 器の分類に関する 題について 
10 4  子 博物館研究グ ープ 博物館 物の  

大坂拓 アイヌ文化研究グ ープ アイヌ民族の の変容 

10 25  山田伸一 歴史研究グ ープ 開拓使が で自然 に った生き物た  

 舟山直治  神楽調査 （平成26～28年度）について 

11 28  添田雄二 自然研究グ ープ 科研費調査 報 

12 27  大谷洋一 アイヌ文化研究グ ープ アイヌ文学で語られる について 
尾曲香織 生活文化研究グ ープ 女性の 術習 と地域社会－新 津川 の青年 と 所－ 

2 14  遠藤志保 アイヌ文化研究グ ープ ムイとアイヌの ものがたり の物語 

村上孝一 博物館研究グ ープ 開拓の村の 物について 

2 28  小林孝二 博物館研究グ ープ ごく 的な研究史 

青柳かつら 生活文化研究グ ープ 高齢者と協働するナレッジ活用型地域学習プログラムの開発 

3 28  谷 史 自然研究グ ープ 「石 地帯北 地域を中心とした新生代の古 境復元」の調査報告 
浦  歴史研究グ ープ 特別展「 新を生きた の巨人 浦 四 」に向けて 
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6 組織・職員名簿 

館   

     27 2015 4 1  ～ 
 

    

 
 
 
 
 

 員 （平成28年4 1 ） 

 
 

文

博物館

文
館

文
文

活文

博物館館

館 館

 

 

 館 11

 館 11

 館 0

 文 館 11

 文 11

 1 1(1) 2(1)

 5(1) 5(1)

 55

 博物館 99

 88

 1 5 6

 (4) (4)

 (7) (7)

 活文 (5) (5)

 博物館 (1) (5) (6)

 文 (7) 2 2(7)

 14 14

 8(2) 29(29) 4 14 55(31)
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 員 （平成29年4 1 ） 

 
  

館 11

館 11

館 1 1

文 館 11

文 (1) (1)

1 1(1) 2(1)

5(1) 5(1)

55

博物館 88

77

1 4(1) 5(1)

(4) (4)

(6) (6)

活文 (5) (5)

博物館 (1) (5) (6)

文 1(4) 1 2(4)

13 13

8(2) 27(27) 3 13 51(29)
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名  成 28 1  
学 員 員 （ ） 員 （ ）

員 員 （ ）

学 員 学 （ ） 右 員 （ ）

学 員 学 （ ） 員 （ ）

学 員 学 （ ） 学 員 （ ）

学 （ ） 員（ ）

学 （ ） 学 （ ） 員（ ）

学 学 員 （ ）

（ ）（ ） 学 学 員 （ ）

学 員

員 学 （ ）

員 学 （ ）

学 員 学 （ ）

学 員 学 （ ）

学 員 （ ）

学 （ ） 右 学 （ ）

学 学 （ ）

学 学 学 （ ）

員 （ ）

学 員 学 員 学 員 （ ）

員 学 員 （ ）

学 員 （ ）

学 （ ）

学 学 （ ）

学 学 員 （ ） （ ）

学 学 員 （ ） （ ）

イ 民 文 化 当
館 （ ）

館 （ ）

館

学 館

事 （ ）

総

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

学 事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

事 （ ）

基 （ ）

イ 民 文 化
セ ン タ ー
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職員名  （平成29年4 1 ） 

 
 

 

 

 ルー  は研究  

  館 館

物  

  館 調 博物館

 

 博物館  資料 調査 調  

  報 調  

  博物館 報 活 調  

研究   物  

   

 活文  活文 活  

 博物館  博物館 博物館 資料 館  

イ 研究 ター 文  文 活  

研 究 職 員 研 究 職 員 （ ） 研 究 職 員 （ ）

研 究 職 員 研 究 職 員 （ ）

学 芸 員 学 芸 主 （ ） 研 究 職 員 （ ）

学 芸 員 学 芸 主 （ ）

学 芸 主 査 （ ） 一 研究職員（ ）

学 芸 主 査 （ ）

学 芸 主 （ GL ） 学 芸 主 査 （ ）

学 芸 主 査 学 芸 員 （ ）

主 （ GL）（ ） 学 芸 主 査

主 査 学 芸 主 査

主 査 学 芸 員 学 芸 主 （ ）

主 査 研 究 職 員 学 芸 主 査 （ ）

専 門 主 学 芸 員 学 芸 主 査 （ ）

主 学 芸 主 査 （ ）

学 芸 員 （ ）

学 芸 主 （ GL ） 学 芸 主 （ GL ）

学 芸 主 （ SGL ）
研 究 主 （ SGL）
（ ）

学 芸 主 （ ）

学 芸 主 査 学 芸 主 査 学 芸 主 査 （ ）

研 究 職 員 主 査 主 査 （ ）

学 芸 員 一 学 芸 員 一 学 芸 員 （ ） 一

研 究 職 員 一 学 芸 員 （ ）

学 芸 員 （ ） 一

学 芸 主 （ GL ）

学 芸 主 査 学 芸 主 （ ）

学 芸 主 査 学 芸 主 査 （ ） 研 究 主

学 芸 主 査 一 学 芸 員 （ ） 研 究 職 員 （ ） 一

学 芸 員

主 （ ）

主 （ ）

主 （ ）

館

館 （ ）

グ

グ

グ

主 （ ）

主 （ ）

主 （ ）

主 （ ）

主 （ ）

グ

学 芸 館

ア イ ヌ 民 族 文 化 当
館 （ ）

研 究 （ ）

ア イ ヌ 民 族 文 化 研 究
ン ー （ ）

総 部

総

総 グ

部

部学 芸

2017 10 31

グ 主 （ ）グ

グ 主 （ ）

主 （ ）

主 （ ）

主 （ ）

グ

グ
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7      

 成 28       
事業名 文化・ ー 事業 （北海道博物館 （事業 、 ））   

事業の  

北海道博物館を として ・ や地域の の 化を るとともに、道内博物館等の活性

化を し、本道 体の地域文化の 向 を ります。 
 

目 内  ( )
事業  
 

 

展示、 連 、 テム 、教 イベント

開 等 
  

13,271

15,004
  28,275

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 

28,275 30,118

内  
一般財  23,571 25,414

財  4,704 4,704
  

 
事業名 文化・ ー 事業 （北海道博物館 ） 

事業の  

 北海道博物館、北海道開拓の村、自然 れ い 館の ・ を行います。 
 

目 内  ( )
 

（ ） 
員 
 

一般財団法人北海道歴史文化財団 
間 H27 H30 

等 

345,748

86,531
522

   432,801

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
432,801 422,667

内  
一般財  432,416 422,282

財  385 385
  

 
事業名 文化・ ー 事業 （北海道博物館施設 ） 

事業の  

 北海道博物館の について、 の の れが ること ら、 事を実施します。 

  

目 内  ( ) 
博物館   34,677

  34,677

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 

34,677 - 

内  
一般財  34,677 - 
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事業名 文化・ ー 事業 （開拓の村・ 年 施設 ） 

事業の  

 北海道開拓の村で ・展示している歴史的 物の 化による 年 事を実

施します。 

   

目 内  ( )
施設設  開拓の村 物 事 

年  
7,282
2,928

  10,210

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 

10,210 10,748

内  
一般財  10,210 10,748

 

  

 
事業名 文化・ ー 事業 （ 幌 公 ・施設 ） 

事業の  

幌 公 （ 44 年開 ）内に ける施設の 化が んでいること ら、利用 の

の ら、 度の い施設の 等を行います。 

   

目 内  ( )
幌 公  

施設 事 
 

 

・ 道等  
 
公 等 

9,000

4,198
203

  13,401

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
13,401 14,193

内  
一般財  13,401 14,193

 
  

 
事業名 文化・ ー 事業 （地域文化 事業）           

事業の  

北海道の る自然の について国内 に するため、 展を開 します。 
 

目 内  ( )
北海道博物館 

展の開  
北海道の一 年に 地の り立 の や な自

然 の で れた人 の らしを地域の博物館等と

連 し 。 
・ ン ナイトや地 本の展示 
・ 向け体 ーナーの設  
・動 本の展示 

8,144

  8,144

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
8,144 4,000 

内  
一般財  4,072 2,000 

財  4,072 2,000 
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 成 29       
事業名 文化 事業 （北海道博物館 ） 

事業の  

 北海道博物館、北海道開拓の村、自然 れ い 館の ・ を行います。 
 

目 内   
( ) 

（

） 
員 
 

一般財団法人北海道歴史文化財団 
間 H27 H30 

等 

348,055

85,127
522

   433,704

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
433,704 432,801

内  
一般財  433,319 432,416

財  385 385
  

 
 

事業名 文化 事業 （北海道博物館 （事業 、 ））        

事業の  

北海道博物館に いて、北海道の歴史、文化、自然等に する を総合に 、 、展示、

等を行うとともに、道内博物館等の活性化を し、本道 体の地域文化の 向 を ります。
 

目 内   
( ) 

事業  
 

 

展示、 連 、 テム 、教 イベント

開 等 
  

12,164

15,004
  27,168

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
27,168 28,275

内  
一般財  22,464 23,571

財  4,704 4,704
  

 
 

事業名 文化 事業 （地域文化 事業）           

事業の  

北海道の る文化を国内 に するため、北海道博物館に いて 展を開 します。 
 

目 内   
( ) 

北海道博物館 展の

開  
北海道博物館 3 展「プ イ ール 北海道と

をめ る物 」 
・ 用 、 、解説 ル等の設  
・ プロ による 会の実施 

8,560

  8,560

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
8,560 8,144

内  
一般財  4,280 4,072

財  4,280 4,072
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事業名 文化 事業 （開拓の村・ 年 施設 ） 

事業の  

 北海道開拓の村で ・展示している歴史的 物の 化による 年 事を実

施します。 
 

目 内   
( ) 

施設設  開拓の村 物 事 
年  

7,272
2,938

  10,210

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
10,210 10,210

内  
一般財  10,210 10,210

 
  

 
 

事業名 文化 事業 （ 幌 公 ・施設 ） 

事業の  

幌 公 内に する施設の 化が んでいるため、利用 の の ら 度の

い施設の 等を行います。 
 

目 内   
( ) 

幌 公  
施設 事 

 
 

・ 道等  
 
公 等 

9,000

4,135
203

  13,338

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
13,338 13,401

内  
一般財  13,338 13,401

 
  

 
 

事業名 文化 事業 （北海道博物館 ） 

事業の  

 幌 公 年 施設地区内に する施設の 化を るため、 事の実施設 を行い

ます。 
 

目 内   
( ) 

幌 公 物

化 事 
内 の 事実施設  8,640

   8,640

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
8,640 - 

内  
一般財  8,640 - 

財   
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事業名 文化 事業 （イン ン 等 加 事業 ）      

事業の  

 北海道開拓の村に けるWi-Fi の トイ の 化の実施や、 ー 科学センタ

ーに ける ンテン 等により、 の利 性の向 を ります。 
 

目 内   
( ) 

開拓の村に ける  
ー に ける

 

Wi-Fi 事 トイ 化 事 
テムの ンテン  

9,350
33,000

   42,350

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
42,350 - 

内  
一般財  39,350 - 

財  3,000 - 
  

 

事業名 地                          
（歴史文化施設に けるイン ン 施設 事業 ） 総合政  

事業の  

 北海道開拓の村の旧 舎の や 道の 、 解説の 実などを行い、 日

国人の が い「歴史的ま な 」を します。 
 

目 内   
( ) 

旧 舎・旧

事 
道 ・ 事 
化展示解説 等設  

施設の たな体 ・物 ー の設 事 
 

道の 道 事 
化展示解説 内 の設  

105,500

88,000
30,500

   224,000

 
財 内  

（ ） 
本年度 年度 

 
224,000  

内  
一般財  112,000  

財  112,000  
 （総合政 ） 
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8  

 
平成28年度の北海道博物館の 者  

 28  28  
 5  博物館 1 27 ～ 31  
   

 

 

489,252
308,315

1,166,250

平成28年度 252,178 平成28年度 195,889 平成28年度 108,374 平成28年度 4,417
平成28年度 169,300 平成28年度 143,400 平成28年度 80,000 平成28年度 4,000
5 年 766,200 5 年 650,200 5 年 362,200 5 年 19,000

平成28年度 33,590

平成28年度 442

平成28年度 9,000

平成28年度 87,515
平成28年度 63,400
5 年 288,000

平成28年度 50,564 平成28年度 15,602 平成28年度 2,885
平成28年度 25,900 平成28年度 3,900
5 年 116,000 5 年 16,000

平成28年度 329

平成28年度 658

平成28年度 1,633

平成28年度 3,419

平成28年度 2,788

平成28年度 3,890

平成28年度 7,273
平成28年度
5 年

平成28年度 27,689 平成28年度 7,356
平成28年度 22,000
5 年 100,000

平成28年度 4,560 平成28年度 75
平成28年度
5 年

平成28年度 4,485

平成28年度 0
平成28年度
5 年

平成28年度 1,165 平成28年度 1,019
平成28年度
5 年

平成28年度 146
員 イ ター 者

者

道 者 ージ ート ー

者 館者

ルー ー 者

は 者 は 者

博物館 ー 者 別 者

者

館 者 者 館者 者

平成28年度

平成28年度

5 年

イ 者

（ ）

者

者

は イ ト 者

別イ ト 者

イ ー 者

別 館者

館 者 イ ト 者 イ ト 者

ー 者
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別 者 の  

 
この表は、148-149 ージ「総利用者数」の図の の「 」が いた と れ がサテライトについての 別利用者数の 移をまとめたものです。 

 
  

平成28年度 17,583 平成28年度 17,233 平成28年度 3,719
平成28年度 1,015 平成28年度
5 年 5,050 5 年

平成28年度 13,514

平成28年度 36
平成28年度
5 年

平成28年度 36

平成28年度 36 平成28年度 36
平成28年度 45 平成28年度 45
5 年 200 5 年 200

平成28年度 314 平成28年度 98
平成28年度 970 平成28年度 70
5 年 4,850 5 年 350

平成28年度 203
平成28年度 800
5 年 4,000

平成28年度 13
平成28年度 100
5 年 500

平成28年度 219,491 平成28年度 219,491
平成28年度 138,000 平成28年度 138,000
5 年 395,000 5 年 395,000

館 者 博物館 の 者

イ ト 者

博 出 者

員 研 者

道 の 件

館 者 の

ート の の

ー ページ 者 ー ページ 件

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4,657 9,795 8,733 20,719 20,821 20,372 8,084 4,324 1,813 2,457 2,434 4,165 108,374

別 2,151 7,569 1,069 19,761 22,073 17,409 2,689 3,450 486 1,146 4,786 4,926 87,515

は 1,233 2,694 1,952 4,825 4,675 5,992 1,992 1,323 693 821 467 1,022 27,689

イ ト 492 2,571 329 3,224 2,225 3,177 613 717 816 358 445 501 15,468

8 5 11 9 6 7 2 8 5 4 4 6 75

446 2,976 5,122 4,627 3,089 10,131 3,932 1,518 421 333 568 427 33,590

27 26 60 204 42 152 118 59 9 18 35 47
39 37 146

9,014 25,636 17,276 53,408 52,968 57,386 17,430 11,399 4,243 5,137 8,739 11,094 273,730

イト 41,546 55,060 54,601 67,865 79,170 61,108 59,070 41,099 37,738 46,920 56,322 49,909 650,408

ー ペ ー ジ 15,526 18,073 17,475 39,904 33,332 23,762 14,240 12,695 9,174 10,661 12,020 12,629 219,491

66,086 98,769 89,352 161,177 165,470 142,256 90,740 65,193 51,155 62,718 77,081 73,632 1,143,629

1,019者
（ 下 別 ）
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平成29年度の北海道博物館の 者  
 29  29  

 5  博物館 1 27 ～ 31  
   

   
 

 
 

377,877
413,015

1,166,250

平成29年度 172,326 平成29年度 124,991 平成29年度 80,519 平成29年度 4,836
平成29年度 222,000 平成29年度 190,000 平成29年度 110,000 平成29年度 4,000
5 年 766,200 5 年 650,200 5 年 362,200 5 年 19,000

平成29年度 26,432

平成29年度 621

平成29年度 6,461

平成29年度 44,472
平成29年度 80,000
5 年 288,000

平成29年度 43,644 平成29年度 16,349 平成29年度 7,785
平成29年度 32,000 平成29年度 6,000
5 年 116,000 5 年 16,000

平成29年度 382

平成29年度 390

平成29年度 1,834

平成29年度 1,505

平成29年度 2,072

平成29年度 2,381

平成29年度 7,097
平成29年度
5 年

平成29年度 20,198 平成29年度 6,754
平成29年度 26,000
5 年 100,000

平成29年度 2,839 平成29年度 55
平成29年度
5 年

平成29年度 2,784

平成29年度 0
平成29年度
5 年

平成29年度 852 平成29年度 769
平成29年度
5 年

平成29年度 83

別 館者

館 者 イ ト 者 イ ト 者

ー 者

イ 者

（ ）

者

者

は イ ト 者

別イ ト 者

イ ー 者

者

館 者 者 館者 者

平成29年度

平成29年度

5 年

ルー ー 者

は 者 は 者

博物館 ー 者 別 者

者

道 者 ージ ート ー

者 館者

員 イ ター 者
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別 者 の  

 
この表は、150-151 ージ「総利用者数」の図の の「 」が いた と れ がサテライトについての 別利用者数の 移をまとめたものです。 

 
 
 
 

平成29年度 4,960 平成29年度 4,396 平成29年度 952
平成29年度 1,015 平成29年度
5 年 5,050 5 年

平成29年度 3,444

平成29年度 38
平成29年度
5 年

平成29年度 38

平成29年度 30 平成29年度 30
平成29年度 45 平成29年度 45
5 年 200 5 年 200

平成29年度 534 平成29年度 112
平成29年度 970 平成29年度 70
5 年 4,850 5 年 350

平成29年度 392
平成29年度 800
5 年 4,000

平成29年度 30
平成29年度 100
5 年 500

平成29年度 200,591 平成29年度 200,591
平成29年度 190,000 平成29年度 190,000
5 年 395,000 5 年 395,000

館 者 博物館 の 者

イ ト 者

博 出 者

員 研 者

道 の 件

館 者 の

ート の の

ー ページ 者 ー ページ 件

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4,303 9,282 7,876 11,503 12,128 14,019 6,609 4,380 1,840 2,614 2,375 3,590 80,519

別 1,495 7,665 1,324 5,042 7,332 7,191 1,980 4,318 2,056 0 2,508 3,561 44,472

は 1,132 2,313 1,700 2,222 2,647 4,190 2,000 1,168 565 652 565 1,044 20,198

イ ト 1,610 4,479 446 3,210 2,020 1,300 513 712 477 485 462 635 16,349

2 4 1 5 6 6 6 4 3 1 9 8 55

448 730 4,241 3,065 2,882 8,828 3,101 1,469 175 766 356 371 26,432

27 15 85 171 14 48 108 38 33 6 38 9
127 16 34

9,017 24,488 15,673 25,345 27,045 35,616 14,317 12,089 5,149 4,524 6,313 9,218 188,794

イト 41,853 59,773 59,221 70,887 88,843 62,624 59,738 45,881 43,096 47,824 58,287 51,553 689,580

ー ペ ー ジ 19,179 19,602 17,443 29,004 23,212 16,534 13,468 13,697 10,425 12,152 11,069 14,806 200,591

70,049 103,863 92,337 125,236 139,100 114,774 87,523 71,667 58,670 64,500 75,669 75,577 1,078,965

769者
（ 下 別 ）
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北海道開 館 館者  

 

46（1971）年 262 436 53 7 3 316 219 4月15  開拓記念館開館

47（1972）年 243 124 69 467 312 591
4 （1973）年 212 961 3 279 296 240
49（1974）年 201 601 104 969 306 570
50（1975）年 192 12 114 124 306 936
51（1976）年 1 5 770 120 522 306 292
52（1977）年 16 202 121 522 2 9 724
53（197 ）年 173 642 126 993 300 635
54（1979）年 164 527 130 561 295 0
55（19 0）年 156 696 125 667 2 2 363 入館 定

56（19 1）年 13 1 1 117 545 255 726
57（19 2）年 129 124 113 5 4 242 70
5 （19 3）年 123 139 112 645 235 7 4 4月16  開拓の 開

59（19 4）年 103 141 101 559 204 700 入館 定

60（19 5）年 10 33 92 996 201 334
61（19 6）年 9 565 3 113 172 67
62（19 7）年 97 50 4 323 1 1 31
63（19 ）年 4 161 7 04 162 209

平成 （19 9）年 2 045 69 04 151 093
平成2（1990）年 76 305 60 014 136 319
平成3（1991）年 60 930 55 43 116 773 展示 による 館（11月4 4月14 ）

平成4（1992）年 79 267 62 769 142 036 入館 定、 設展示

平成5（1993）年 64 997 55 55 120 52
平成6（1994）年 53 259 52 120 105 379
平成7（1995）年 64 3 56 37 121 216
平成 （1996）年 32 269 66 235 9 504 中 生無 化

平成9（1997）年 31 013 59 0 9 90 102
平成10（199 ）年 21 27 52 577 73 55 のため 館（11月4 3月31 ）

平成11（1999）年 24 171 51 727 75 9
平成12（2000）年 22 635 4 195 70 30
平成13（2001）年 20 104 47 047 67 151
平成14（2002）年 1 942 45 57 64 799
平成15（2003）年 17 17 3 215 55 393
平成16（2004）年 15 024 3 197 53 221 入館 定、 生有 化

平成17（2005）年 11 990 39 049 51 039 アス スト による 館（11月 12月2 ）

平成1 （2006）年 11 901 36 137 4 03
平成19（2007）年 12 06 29 314 41 3 2
平成20（200 ）年 10 357 29 443 39 00 入館 定

平成21（2009）年 14 1 1 53 70 67 9
平成22（2010）年 20 37 61 564 1 942 指定 者 度導入

平成23（2011）年 39 150 5 955 9 105
平成24（2012）年 3 210 5 567 96 777
平成25（2013）年 13 757 29 665 43 422 による 館（11月4 3月31 ）

平成26（2014）年 － － － による 館（ 年間）

3 639 20 3 002 036 6 641 244

合  

 

46（1971）年 262 436 53 7 3 316 219 4月15 開拓記念館開館

47（1972）年 243 124 69 467 312 591
4 （1973）年 212 961 3 279 296 240
49（1974）年 201 601 104 969 306 570
50（1975）年 192 12 114 124 306 936
51（1976）年 1 5 770 120 522 306 292
52（1977）年 16 202 121 522 2 9 724
53（197 ）年 173 642 126 993 300 635
54（1979）年 164 527 130 561 295 0
55（19 0）年 156 696 125 667 2 2 363 入館 定

56（19 1）年 13 1 1 117 545 255 726
57（19 2）年 129 124 113 5 4 242 70
5 （19 3）年 123 139 112 645 235 7 4 4月16 開拓の 開

59（19 4）年 103 141 101 559 204 700 入館 定

60（19 5）年 10 33 92 996 201 334
61（19 6）年 9 565 3 113 172 67
62（19 7）年 97 50 4 323 1 1 31
63（19 ）年 4 161 7 04 162 209

平成 （19 9）年 2 045 69 04 151 093
平成2（1990）年 76 305 60 014 136 319
平成3（1991）年 60 930 55 43 116 773 展示 による 館（11月4 4月14 ）

平成4（1992）年 79 267 62 769 142 036 入館 定、 設展示

平成5（1993）年 64 997 55 55 120 52
平成6（1994）年 53 259 52 120 105 379
平成7（1995）年 64 3 56 37 121 216
平成 （1996）年 32 269 66 235 9 504 中 生無 化

平成9（1997）年 31 013 59 0 9 90 102
平成10（199 ）年 21 27 52 577 73 55 のため 館（11月4 3月31 ）

平成11（1999）年 24 171 51 727 75 9
平成12（2000）年 22 635 4 195 70 30
平成13（2001）年 20 104 47 047 67 151
平成14（2002）年 1 942 45 57 64 799
平成15（2003）年 17 17 3 215 55 393
平成16（2004）年 15 024 3 197 53 221 入館 定、 生有 化

平成17（2005）年 11 990 39 049 51 039 アス スト による 館（11月 12月2 ）

平成1 （2006）年 11 901 36 137 4 03
平成19（2007）年 12 06 29 314 41 3 2
平成20（200 ）年 10 357 29 443 39 00 入館 定

平成21（2009）年 14 1 1 53 70 67 9
平成22（2010）年 20 37 61 564 1 942 指定 者 度導入

平成23（2011）年 39 150 5 955 9 105
平成24（2012）年 3 210 5 567 96 777
平成25（2013）年 13 757 29 665 43 422 による 館（11月4 3月31 ）

平成26（2014）年 － － － による 館（ 年間）

3 639 20 3 002 036 6 641 244
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北海道開 館 特別展開  

 

名 者

1 北海道 年 事業展 1971（ 46）年 04月15日 06月30日 77
2 北の 活展 1971（ 46）年 0 月01日 0 月30日 26 1 439
3 ン ナイト展 1971（ 46）年 10月01日 10月30日 27 14 27
4 北 民 展 1972（ 47）年 01月20日 02月29日 3 7 111
5 北海道地 展 1972（ 47）年 06月01日 06月30日 25 11 4 9
6 海 と トン ル展 1972（ 47）年 0 月05日 09月24日 44 23 132
7 業の 展 1972（ 47）年 10月10日 11月30日 45 5 194

1973（ 4 ）年 06月16日 0 月20日 57 63 501
9 ン 1973（ 4 ）年 09月11日 10月31日 43 30 359
10 サッ ロ るがまま 1974（ 49）年 02月01日 03月31日 50 7 604
11 文文化 1974（ 49）年 06月15日 0 月15日 53 59 554
12 1974（ 49）年 09月05日 10月27日 45 50 920
13 北海道や もの展 1975（ 50）年 06月01日 07月13日 3 60 023
14 20年 1975（ 50）年 0 月15日 10月15日 53 70 333
15 グ 1976（ 51）年 07月20日 0 月31日 37 54 517
16 に る 1977（ 52）年 07月20日 0 月31日 37 46 762
17 北海道に がいたころ 197 （ 53）年 07月16日 0 月27日 37 47 433
1 教科 と どもた 1979（ 54）年 07月21日 09月16日 50 56 49
19 北の 人 19 0（ 55）年 07月01日 09月07日 50 64 134
20 と と人間 19 1（ 56）年 07月04日 09月06日 56 53 455
21 幌 19 2（ 57）年 07月04日 09月05日 5 4 730
22 の北 19 3（ 5 ）年 06月15日 07月15日 27 33 599
23 れた北の文化 19 3（ 5 ）年 0 月02日 10月02日 53 52 219
24 と北海道開拓 19 4（ 59）年 06月01日 07月10日 34 3 525
25 イ の い 19 4（ 59）年 09月01日 11月30日 75 3 593
26 こ んと し 19 5（ 60）年 06月01日 07月21日 44 41 60
27 北海道一 年 19 5（ 60）年 0 月01日 09月29日 51 42 561
2 の民 19 6（ 61）年 05月01日 07月06日 5 61 17
29 19 6（ 61）年 07月20日 09月30日 62 33 90
30 日本海 19 7（ 62）年 07月04日 0 月31日 50 20 041
31 の と伝 業 19 7（ 62）年 09月10日 11月0 日 51 20 955
32 の民 19 （ 63）年 04月30日 06月30日 53 34 717
33 北 ・トナカイ 民の 19 （ 63）年 07月09日 09月1 日 62 52 621
34 北 の 19 （ 63）年 10月01日 12月04日 54 12 952
35 海を った 団 19 9（ ）年 05月02日 07月2 日 76 57 930
36 19 9（ ）年 09月01日 11月05日 57 45 1 2
37 北に た会 と 民 1990（ 02）年 05月01日 0 月05日 4 49 061
3 北 民 展 1990（ 02）年 0 月10日 11月04日 74 36 767
39 ル ータ 民 の文化 1993（ 05）年 07月2 日 09月23日 50 24 2 9
40 ロ 民 の歴史と文化 1994（ 06）年 0 月02日 09月20日 43 20 125
41 ライ ン ン 1995（ 07）年 0 月29日 11月03日 60 24 40
42 と 1996（ 0 ）年 06月01日 07月2 日 49 19 670
43 の 化 と歴 文化物展 1996（ 0 ）年 10月22日 12月0 日 41 4 9 4
44 ビナ リ ら テラーカイ 1997（ 09）年 07月11日 0 月31日 44 13 411
45 北の 史を る 文文化 1997（ 09）年 10月04日 11月30日 4 9 67
46 と と文化 199 （ 10）年 07月01日 0 月30日 53 13 2 6
47 うるし文化 199 （ 10）年 09月1 日 11月03日 4 16 555
4 行 北の ら の海 1999（ 11）年 05月19日 07月07日 50 14 637
49 と ン ナイトの 2000（ 12）年 05月26日 0 月13日 67 19 314
50 史文化と の利用 らのメッセージ 2000（ 12）年 09月14日 11月05日 45 17 330
51 が ん とこれ ら 2001（ 13）年 06月15日 0 月15日 52 11 703
52 られ る の北海道 チャ と館の に まる 2001（ 13）年 09月07日 11月04日 50 16 277
53 海を った イ の 国人 ンローの ン ら 2002（ 14）年 04月26日 06月09日 39 14 552
54 れた北海道 1 ・19 の が伝えた北のイメージ 2002（ 14）年 07月12日 0 月27日 39 7 300
55 を した 文の人 と 2002（ 14）年 09月13日 11月03日 44 16 6 0
56 北・ ・道 海と の人 と 2003（ 15）年 06月27日 0 月27日 37 7 73
57 北海道の 文化を る 北 ら ら 2003（ 15）年 09月13日 11月03日 45 16 152
5 と人 と 2004（ 16）年 04月2 日 06月13日 41 6 70
59 北海道の民 能 う・ す・ う 2004（ 16）年 0 月27日 11月03日 59 20 2 6
60 ロ 民 学博物館 イ 展 ロ が見た 国の人 と 2005（ 17）年 04月22日 06月19日 51 601
61 北海道の 文化 2006（ 1 ）年 04月2 日 06月25日 51 7 5 2
62 北の 文 の 2006（ 1 ）年 10月27日 12月03日 32 3 351
63 2007（ 19）年 07月20日 10月0 日 70 17 740
64 北 に た人 と 200 （ 20）年 09月12日 11月03日 46 13 0
65 北海道化 展 2009（ 21）年 07月03日 10月04日 79 17 126
66 どん り ロ ロ 2010（ 22）年 0 月06日 11月03日 77 19 537
67 と北海道 2011（ 23）年 06月03日 07月10日 33 4 506
6 ・ ・北海道 イ の らし イ ンを に 2011（ 23）年 0 月05日 09月25日 45 12 933

開館 年記念 業 北の 文の りと 2011（ 23）年 03月06日 05月13日 61 3 31
69 ン ナイト展 2012（ 24）年 07月03日 10月0 日 1 20 533
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北海道 イ 研究 ター  

 
 
  

の

16 29 106 151 129 6 1 10

39 37 347 423 1 182

12 30 295 337 1 169

28 30 234 292 0 182

43 41 273 357 1 179

41 41 312 394 2 172

34 15 233 282 4 122

67 33 227 327 3 132 13 9

62 29 173 264 0 124 7,575

143 29 192 364 2 138 21,382

202 32 148 382 3 153 29,569

154 29 202 385 2 157 23,878

127 28 179 334 1 153 15,469

130 21 199 350 1 124 18,421

109 34 158 301 1 126 19,226

105 42 206 353 124 3 174 17,390 資料 21

85 44 256 385 29 6 144 13,096

74 22 321 417 48 19 106 13,087

122 16 338 476 87 1 86 14,540

120 23 315 458 71 3 84 14,030

134 10 265 409 4 79 14,305 資料 27

1,847 615 4,979 7,441 359 58 2,915 221,968

23 2011

24 2012

25 2013

26 2014

18 2006

19 2007

20 2008

21 2009

22 2010

13 2001

14 2002

15 2003

16 2004

17 2005

館 者
年度

研究 ター
物

ー ページ
者

6 1994

7 1995

8 1996

9 1997

10 1998

11 1999

12 2000
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北海道 イ 研究 ター  

 
  

者名

ハン リー・ スト ハン リー 民族学博物館 1996（平成09）年 8 24 ～10 2
幌 北海道開拓記 館 1997（平成09）年 1 16 ～ 2 9

帯広 帯広 年記 館 1997（平成09）年 3 1 ～ 3 16
2 幌 北海道 道 文学館 2004（平成16）年 10 30 ～11 28 2,047

共催 北海道 文学館、 ( )北海道文学館

3 川 川 博物館 2005（平成17）年 07 02 ～08 21 5,904

共催 川 博物館

博物館 2006（平成18）年 9 02 ～09 24 1,658
帯広 帯広 年記 館 2006（平成18）年 9 30 ～10 15 751

共催 博物館、帯広 年記 館

小 小 中 図書館 2007（平成19）年 9 02 ～09 22 491
文化 ン ー 2007（平成19）年 9 27 ～10 08 352

て歴史の チ ー ン ー 2007（平成19）年 10 11 ～10 14 115
白 [ ニ展 ] アイヌ民族博物館 2007（平成19）年 8 18 ～09 17 23,392
平取 [ ニ展 ] 平取 二風谷アイヌ文化博物館 2007（平成19）年 8 31 ～09 30 3,859

高 [ ニ展 ] 高 門別図書館 資料館 2007（平成19）年 9 11 ～10 14 58
館 館博物館 2008（平成20）年 10 09 ～11 16 1,519
館 [ ニ展 ] 館 中 図書館 2008（平成20）年 10 07 ～10 18 23,879

共催 館博物館

7 幌 北海道 文学館 2009（平成21）年 5 30 ～07 20 2,205
共催 北海道 文学館、 ( )北海道文学館 特別協力 北海道

大学アイヌ・先住民研究 ン ー

8 幌 北海道 本 1F道民ロビーB 2009（平成21）年 09 07 ～09 11 550

小 小 総合博物館 館 2010（平成22）年 08 21 ～10 03 3,863
たな たな 情報 ン ー 2010（平成22）年 09 11 ～09 26 372

共催 小 総合博物館、 たな 教育 員会

10 図書館 2011（平成23）年 09 16 ～10 16 3,945

共催 教育 員会

11 寄 寄 北 博物館 2011（平成23）年 11 19 ～12 25 684

共催 寄 北 博物館

12 博物館 2012（平成24）年 07 07 ～08 26 3,782

共催 博物館

13 北海道 北方民族博物館 2013（平成25）年 02 02 ～04 07 2,877

共催 北海道 北方民族博物館

14 図書館 2013（平成25）年 06 29 ～08 04 2,084

共催 教育 員会

15 幌 2014（平成26）年 03 10 ～03 23 156
共催 北海道大学アイヌ・先住民研究 ン ー

16 小平 小平 文化 流 ン ー 2014（平成26）年 07 15 ～08 17 1,023

共催 小平 教育 員会

17 別 別 資料館 471
共催 別 教育 員会

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2006・

2014（平成26）年 11 26
 ～ 2015（平成27）年 01 25

北海道大学アイヌ・先住民研究

ン ー

6

9

4

5

別 資料館特別展 山田 とアイヌ語地

道 ロビー展 アイヌ語地 を く 山田 文庫

の資料から

語り、 。 アイヌ口承文芸の

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2011・

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2011・ 寄

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2012・

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2013・

資料展 久保 逸 ・アイヌ文学研究の

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2014・おびら

1 ラートシ・アイヌ レクション展

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2005・ 川

共催 ハン リー 博物館、北海道開拓記 館、帯広 年記

館

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2013・ ーツク

ニ展 共催 （ ）アイヌ民族博物館、平取 教育 員会、

高 教育 員会

共催 小 博物館、 小 中 図書館、 教育 員

会、 教育 員会

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2007・ 高

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2008・ 島 山 津 海

アイヌ語地 を く 山田 の地 研究から

2010・小 たな
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北海道博物館  北海道博物館  

 46（1971）年に設 れた開拓 館は、総合的な歴史

博物館として、開館 ら40年 に たり、北海道の歴史と

人の を に伝える を たして たが、 イ 文化を

は めとする北海道 の歴史や文化に する が まると

ともに、道民の学 ー の 化など、開拓 館や道内の

博物館を り 会 の な 化 の が められる

こととなった。 
 こうした の 、「北海道に ける博物館の り と開拓

館の 」に する北海道文化 議会の を まえ、

22（2010）年 9 月に「北海道博物館 本 」を し、

「博物館としての 本的な 能の 実」、「北海道に ける総

合的な博物館」、「道内博物館の となる施設」の3つを

とする北海道博物館の設 を目 すこととした。この で、「

イ 文化を ・伝 し に活 す博物館」として イ 文

化に する 等の 能を 実することとし、 のため、

イ 文化に する 的な 等を行い イ 文化の

と に することを目的として 6（1994）年に設

れた イ 民 文化 センターとの 合の 向性を し

た。 
 こうして 27（2015）年 4 月 1 日、開拓 館と イ

民 文化 センターとの 合により、 たに北海道の自然・

歴史・文化を う総合博物館として 北海道博物館 を開

設した。 
 本 は、「北海道博物館 本 」を まえ、北海道博物

館が たす 会的 を 文化するとともに、 の博物

館活動の として した。 
 
 
 北海道博物館の  

 
 北海道のす ての人、 物、 地と海が 出し、 し

して れた、北海道ならではの自然・歴史・文化に る

を、 たした の な ものとして とつな 、

り伝えることをと して、道民が北海道を り、 りを

する で り けます。 
 
 幌 公 という な自然 のな 、 れた に

北海道の自然・歴史・文化を総合的に体 していた とと

もに、 的 見、 やしと つろ 、 を えた り合い

や出会いを、 もてなしの で し、道民に れる博物

館で り けます。 
 
 北海道の 的博物館として、道内の博物館等との連 に

より、北海道 見のための の ット ー を

るとともに、北海道の自然・歴史・文化に する な

として、道民の「 りたい」という に えます。

 

 北海道の自然・歴史・文化に する総合的な とし

て、北海道の国 化・文化 の向 や、 可能な 会

の をめ して、 的なビジ ンの立 ・ に め、

道民の な らし りと北海道の りに し

ます。 
 
 
 本  

 
 北海道立の総合博物館として、 える 本的な 能を

し、 の 実を ります 
（1） 総合博物館として、活動の 本となる 、展示、

教 、 などの 能を め、北海道ならでは

の自然・歴史・文化に る を に活 し、

の い活動を展開する博物館 りを します。 
 
（2） 道民が、 実した博物館 を活 して、自らの イ

ンテ テ を め、 に学 を展 すること

がで るとともに、 ま まな や人 などが連 す

る ット ー を活 して、 る地域文化の や

地域活性化の とすることがで る博物館 りを

します。 
 
 道民と に 、 れる博物館として、 な 間と

間を します 
（1） ま まな人 とが り し れ、親しまれる「

りやす 、 もしろ 、ためになる」博物館をめ し、

利用 の に立った、 に た博物館 り

を します。 
 
（2） 博物館の ま まな活動に、道民が利用 として け

ではな 、協 、と には として 的に参

する 会を 出することによって、博物館活動をより

にし、道民と連 、協 する博物館 りを しま

す。 
 
 北海道の 的博物館として、地域の活性化に します 
（1） 北海道の 的博物館として、地域の博物館等との

ット ー を なものとし、 、事業連 、

、 の 活用、人 等を 的に す

ることにより、地域の活性化に します。 
 
（2） 博物館 ット ー を活 し、 の を める

とともに、 ン 能を 化し、道民の 的

に える博物館 りを します。 
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 的・総合的な を行う博物館として、北海道の

に します 
（1） 北海道と れを り 地域の自然・歴史・文化を学

的に する総合博物館として、 の を

活 して北海道の な の実 に します。 
 
（2） イ の歴史や ・ の文化に する 的な

を する で 一の総合博物館として、 の

を活 し、 に め、 イ 文化の に

するとともに、 文化 会の実 に します。 
 
 
 目 ・ の ・ の実施 
 北海道博物館が 会的 を たすため、 本 を ま

え、 の 、展示、教 、 などの博物

館活動の実施に する 的な目 ・ を に し、こ

れを公 するとともに、本 目 ・ に い

た がな れることを し、 の事業の の向 を

るため、 の について、 を行います。
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目 

 1 目 ・ （ 27年度 31年度）については、 本的 に 、 の3つの を 目として

める。 
 総合博物館 つ 的博物館としての 本的な 能の 実や 会 など、 の に向けた を める。 
 総合展示の えやイベントの 実など、 館 が り し れるための る を める。 
 道民の を る展示、イベント、 の 実など、これまで博物館を利用しな った道民が北海道博物館を れるた

めの の る を める。 
 

1 の ・  
（1） の  

 に 、自然・歴史・文化に る

に す を に する。 
イ した については、 や に し、 に ・

・ する。 
 一 で を けた な ンについては、

公 するとともに、展示や などでより の道民

連 が活用で るように、 の 体 と の

の 本 を した目 を 行する。 
（2） 能の 化 

 ータベー の な 用により、 の

れ、出 や ン ング を一 的に する体

を 化するとともに、利用 の の に 立

てる。 
イ 日本 の教 を活 し、 の

の れや などに で る 能と体 を

する。 
 市 村合 など地域 会の な 動による の

などの に し、北海道の 的博物館として、北海

道の自然・歴史・文化 を ・ するためのプロジ

トを し、 の け としての ー の

について を める。 
（3） の  

な公 の財 を る立 ら、 度 、

けに らない 法による （ ）、

などを し、 な の に める。 
（4） の利用 の  

の や 行物など の 用、道内 の博物

館など の 出しに 的に し、より の人 とが北

海道博物館の を利用する 会を 出する。 
2 展示 
（1）総合展示 の  

 の を した総合展示の 的な え

により、 るた に う、 ない展示を 出するととも

に、年 、 、 がいの などを 、す て 

の に りやす 、楽しめる展示 間を する。 
イ 総合展示の展示 について、道民 連 に ら

るため、 の 体 と の の 本 を した目

を 行する。 
 総合展示のメンテナン に める。 

総合展示 の利用 （う 国人利用 ）の目 は、

のと りとする。 
設    内   目 （5年間） 

総合展示 利用  362 000人 
う 国人利用  19 000人 

（2） 展示の開  
 の博物館や民間 業との連 ・協 、 国 の

展の により、より 的な 展示を実 する。 
イ 道民の や 活動の など、道民参加 の

展示を し、道民との連 を る。 
 北海道博物館独自の を 的に した

展示を開 する。 
展示 の利用 の目 は、 のと りとする。 
設    内   目 （5年間） 

展示 利用  2 000人 
3  
（1） の  

 北海道の自然・歴史・文化に する ・ の に

する を し、 の を総合展示や 展

示、教 事業に ることにより、道民が自らを

り、 りや イ ンテ テ を する 会の につ

な る。 
イ 道民と連 した 的な を実施するとともに、

道民の自 的な 活動・ の を設ける。 
 や と連 しながら、学 的な

プロジ トを する。 
 北 ジ 地域をは め、北海道と に る地

域、地 的・歴史的につながりの る地域、 の る

地域の博物館や との を す

る。 
 館内での 会、館 での の などを実施

し、 員の の向 を る。 
 

北海道博物館 1  27 1  
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（2） イ 文化に る の 化 
 北海道の総合博物館として イ 文化の と 解

に するため、 イ 民 の ・ 文 、 能、民

・ 活 などの ・ の文化と、 れらの 解に

ない歴史について、 的に を める。 
イ や 、伝 活動 などとの連 によ

り、道内 地の イ 文化に する の を

め、 ・ 業を行う。 
 などを て した 公開の や

については、 の公開を め、 イ 文化の 、学 、

などに 活用で るよう を める。 
 などの を ろ 伝えるため、 の

行や 会・ などの開 とともに、総合展示の 実や

展示の実施などを め、 イ 文化に する 解

の を一 化する。 
4 北海道開拓の村の  

 北海道開拓の村に ・ れている歴史的 物

を、北海道の な財 として に伝える を め

る。 
イ 物内の展示の 実に り む。 

5 教 事業 
（1） るイベントの 実 

 総合展示 や はっけん で に参加で るイベ

ント、 ども向けのイベント、 的な体 イベントな

ど、 館 の ー に した で の る行事を実

施する。 
イ の を活用した、北海道の自然・歴史・文化

をより ることがで る行事を実施する。 
 学校団体をは めとした 団体による利用を す

るために、グループを とした チャーや はっけん

での はっけんプログラム など、団体向けのプログ

ラムを実施する。 
 ージ ム テ ル」や「 ッ ー

ー」など、博物館活動 のものに する 解を めてもら

うための行事を実施する。 
 イベントやプログラムの 実に たっては、 に イ

文化や北海道の自然に する事業を 的に 化する。 
イベントの参加 の目 は、 のと りとする。 

設    内   目 （5年間） 
イベント参加  16 000人 

（2）教 の 実 
・ を活用した （ ）による

解説、 ー ッ や解説 、 れる や を

する ・ など、 ら る利用 に した総合展

示・ 展示の 解を す教 の 実を る。 
 

（3）はっけん の  
 「はっけん 」の活動を 実 、 たな 見を利用

に すとともに、利用 、利用 と タッ の

の を む。 
イ 学校 など、利用 の も ながら、 はっけ

ん ット や はっけんプログラム の や開 、はっけ

んイベント の 実に める。 
 博物館利用 の一 として、学校など、館 の は

っけん ット の 出しを する。 
はっけん 利用 の目 は、 のと りとする。 

設    内   目 （5年間） 
はっけん 利用  100 000人 

6 ージ ム ーター 能の 化 
 一般 館 や学校団体がより 的に学 、 、

見で る を えるため、博物館の教 活動に

な、 員の 的 能の向 を る。 
イ 道内の博物館、教 委員会、学校、 団体などと連

し、より 的な北海道博物館の利用を ための を

める。 
7 道民参加 の  

 ランテ 活動の 、道民の自 的なサー ル活動

の 、北海道博物館を する の 設などにより、

博物館活動 の道民参加を し、道民との連 を 化す

る。イ ージ ム ップ、カ などの利用 サー

ビ 、 イベントの ・ 、 の れと活

用など、北海道博物館の 活動に協 参 する

の に り む。 
 施設 の  

（1）館内施設の と活用 
 ー 、 ッ ・ ーナー、 ージ ム ッ

プ、カ など、 メ テ 設 を 実 るとともに、

リジナルグッ の ・開 により、博物館としての

ップにつな る。 
イ ール、 、グラン ールなどの一 の活用を

る。 
（2） の  

 公 での セ 、 幌 公 内施設 の

セ の利 性向 に向けた を める。 
イ 幌 公 の やイメージとの に し、トー

タル インに いて公 や 内 施設のサインの

一化を る。 
 幌 公 内の 、北海道博物館 カイビ

ーなどに ける 展示の実 に向けた を める。 
（3） 幌 公 内施設との一体的な の  

北海道博物館、開拓の村、自然 れ い 館の連 を

化し、公 内の一体的 つ 的な に め、利用 の利

性と 度の向 を る。 
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9  
（1） 活動の 化 

 道民の博物館 の を 、利用を してい た

め、 ら る 体を活用するとともに、 員 員が

的な 活動を展開する。 
イ 「 の れんが」とロ ー を 的に

体やサインなどに活用することで、北海道博物館の ラン

イメージの向 に 立てる。 
ーム ージの セ の目 は、 のと りとする。

設    内   目 （5年間） 
ーム ージの セ

（トップ ージ） 
395 000  

（2）赤れんが庁舎の活用 との連  
 赤れんが庁舎（北海道庁旧本庁舎）を北海道博物館のサ

テライト 間として活用し、 を北海道博物館に

する展示を実 するとともに、 能の 化に め

る。 
イ との連 事業に 的に参 し、利用 と に

する 活動を展開する。 
10 度の活用と利用 ー の  

 年度の事業実 について、 ら め 目を

め、館としての自 を行い、 の を公 し、

す については、 や に する。 
イ ー ン ・リサーチ（利用 ）を実施し、

の を し、公 するとともに、 す につい

ては、 や に する。 
 自 と利用 を まえ、博物館協議会によ

る を行い、 の を公 することを て、よ

り い博物館 り とつな る。 
利用 の 度の目 は、 のと りとする。 

設    内   目 （5年間） 
利用 度 70 ーセント 

11 博物館 ット ー  
（1） 博物館団体との連  

 日本博物館協会、 国歴史民 博物館協議会などと

の連 により、 国博物館の 動向に する を

し、道内の加 館 と伝える一 、北海道 らの

をとりまとめるなど、北海道と 国の博物館をつな

を たす。 
イ 北海道博物館協会との連 により、地域 ロッ や

館 の活動を 的に するなど、 的博物

館としての を たし、北海道の博物館活動の活性化

につな る。 
（2）博物館 の  

 地域の博物館、 館、教 委員会などと連 し、

、 事業などを て地域との協 ・ を

、北海道 見のための の ット ー

り とつな る。 

イ 北海道博物館や道内 地に いて、道内の博物館 員

を に、博物館学 の や を する 会を

実施する。 
 地域の博物館や学校などの ー に 、一般、学

、教員などを にした出 を実施する。 
道内市 村等との連 ・協 の目 は、 のと り

とする。 
設    内   目 （5年間） 

道内市 村等との連 ・協

 
200  

12  
（1） イ 文化に する学 の と  

 イ 文化に する 学 を一 的に

し、 の ータベー 化を める。 
イ これらの については、 ま まな 体や 会を し

た を め、北海道博物館が イ 文化の 、学 、

にとっての センターとしての も たすこと

がで るよう、 のための 能の 実を る。 
（2） などを活用した 能の 化 

 北海道博物館 道内博物館の 、 、 行物

に する ータを し、 を活用した、 との

より 的な ット ー を する。 
イ などを活用した な 体により、北海道博物館

道内博物館の を道民が利用しやすい で す

る。 
（3）道民の「 りたい」 の  

 北海道の自然・歴史・文化に る 、博物館 行物、

などを し、 の 実を る。 
イ 、 、 などの ー を

し、 ・ などの サービ を 実 る。 
 北海道の自然・歴史・文化に る道民の な

として、利用 らの セ ールを し、

ン や学 の 能を 化する。 
館しない利用 による利用 の目 は、 のと りと

する。 
設    内   目 （5年間） 

の  350  
ン  4 000  

ン ート、 の の利

用  
500  

13 人 能の 化 
（1）博物館実 やインターン ップなどの れ 

 博物館実 やインターン ップを 的に け れる

とともに、 学などと連 し、より 的な実 （ ）プ

ログラムを する。 
イ 教員を目 す学 が博物館の活用 法について学

会を 出するため、 学などと連 し、 業や の

として当館の 員を 的に する。 
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（2） 員の  
 や 学 などを け れ、当館 を活用し

た北海道の自然・歴史・文化に する の 会を する。

（3）  
 が開 する博物館学 会や 会に当

館 員を参加 、 の と を する。 
 
14 の と 会  
（1）学 行物などの 行 

 を 伝えるため、 や など

を 行する。 
イ 北海道の自然・歴史・文化の学 や 解 のために、

を りやす まとめた などを 行する。 
 展示の開 に合 て、 館 の 解を め、学

的 を ら るために展示 や解説用 を

行する。 
（2）学会 の  

 学会での や学 の などにより、北海道

博物館の を 的に する。 
（3） 員の  

 、 委員 の 、 の参 、出 物 の

、 の 的 の など、 の活動に し

て 的に協 し、 会 に める。 
（4） との事業連  

 民間 業などを めた と で行う事業を

するとともに、 の事業 の協 ・ を 的に行

う。 
（5）道民の な らし り・北海道の り の

 北海道の自然・歴史・文化を総合的に する とし

て、北海道が える の解 に する。 
イ 道の総合 「 っ いどう プラン」などとリ

ン し、道民の な らし りと北海道の り

と つ を する。 
 民 ・ 文化 会、人と自然との のとれた

会など、北海道で る らこ して目 す 会の

り についてのビジ ンを する。 
会 の目 は、 のと りとする。 
設    内   目 （5年間） 

・ 道 の  

900  

学会 の  
学 等 の の

の  
委員・ 員等

委 の の の  
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1 北海道 博物館  

成26 10 1 第91号 
 

1  設  
（設 ） 
1  北海道の歴史、文化、自然等に する を総合的

に し、 し、展示し、 にこれらに する

の の を行うことにより、道民の教

の向 文化の 展に するため、北海道立総合博

物館（ 「総合博物館」という。）を設 する。 
（名 ） 
2  総合博物館の名 は、 のと りとする。 

名   
北海道立総合博物館 札幌市 市 
（総合博物館に 施設） 
3  総合博物館に、 に る施設を 。 

（1） 北海道博物館（ 「本館」という。） 
（2） 北海道開拓の村（ 「開拓の村」という。） 
（3） 幌 公 自然 れ い 館（ 「 れ い

館」という。） 
（事業） 
4  総合博物館は、 の の に る施設の区 に

、 の当 に める事業を行う。  

1 本館  北海道の歴史、文化、自然等に す

る を し、 し、 展示す

ること。 
イ 本館が し、 し、 は展示す

る （ 「本館 」という。）

に する 的な を行うこ

と。 
 本館 の 展示等に す

る 的な を行うこと。 
 イ 民 文化に する

の の 、 の

に の を行うこと。 
 北海道の歴史、文化、自然等に す

る 会、展示会等の しを開 し、

のものが行うこれらの しに

協 すること。 
カ 展示 の 設 を北

海道の歴史、文化、自然等に する

会、展示会等の しの利用に する

こと。 
 

 

 本館 に し、 内 、解説 、

目 、 等の

に な、 等を行うこと。説 、

等を行うこと。 
 の博物館等と連 し、 これらの

活動等に協 すること。 
2 開拓の村 
 
 
 
 
 
 
 
 

 北海道の開拓の歴史を示す 物

等を し、 展示すること。 
イ 北海道の開拓 に ける 活

、年 行事等に る しを開 し、

のものが行うこれらの しに協

すること。 
 開拓の村の展示物に し、 内 、解

説 等の に な説

、 等を行うこと。 
3 れ い

館 
 
 

 道立自然公 幌 公 の自然

に する を し、 し、

展示すること。 
イ れ い 館が し、 し、

は展示する （ 「 館 」

という。）に する を行うこ

と。 

 
 
 

 館 に し、 な説 、

等を行うこと。 
 自然に する を行うこと。 
 自然に する 会、 会、 会

等を開 し、 のものが行うこれら

の しに協 すること。 
2 総合博物館は、 の事業の 、 の設 の目的を

するために な事業を行う。 
（ による ） 
5  総合博物館の は、地 自 法（ 22年法

67 ） 244 の2 3 の による を けた法

人 の の団体（ 「 」という。）に行

るものとする。 
（ が行う業 の ） 
6  が行う業 は、 のと りとする。 
（1） 4 1 の 1の事 カ、2の事 3の事

に める事業に すること。 
（2） 1 、 12 1 、 13 2

16 2 の に すること。 
（3） 施設 設 （ 「施設等」という。）の

に すること。 
（4） の 事が める業  
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（利用日 利用 間） 
7  総合博物館の利用日 利用 間は、 1のと

りとする。 
2 の に ら 、 は、総合博物館の

が ると の に が ると め

ると は、 事の を て、 に総合博物館の利用

日 は利用 間を することがで る。 
（利用の ） 

 本館 し は開拓の村の施設等 は に る設

の利用（ 2に る 合に る。）をしようとする

は、 ら め、 の を けなけれ な

らない。 
（1） 北海道 年  
（2） 北海道開拓の村  

2 は、 の をする 合に いて、総合博

物館の が ると めると は、 の

に を することがで る。 
（利用の の ） 
9  は、 1 の を けようとする

が の のい れ に 当すると は、 の

をしてはならない。 
（1） 利用の目的が総合博物館の設 の目的に すると

。 
（2） 総合博物館の を す れが ると められ

ると 。 
（3） 施設等を する れが ると 。 
（4） の 総合博物館の が ると め

られると 。 
（利用の の し等） 
10  は、 1 の を けた （

「利用 」という。）が の のい れ に 当す

ると は、 の を り し、 は の利用を

し、 し は することがで る。 
（1） この し はこの に はこれ

らの に に したと 。 
（2） の の な により 1 の

を けたと 。 
（3） 2 の により れた に した

と 。 
2 は、施設等の の 公益 やむを

ない事 が したと は、 1 の を り

し、 は の を することがで る。 
（利用 ） 
11  利用 は、 の利用に る （ 「利用

」という。）を に めなけれ ならない。 
2 の により に められた利用 は、

の とする。 
3 利用 の は、 2に める の 内に い 

て、 が 事の を けて める。これを

しようとすると も、 とする。 
4 事は、 の をしたと は、 の をした利用

の を 示しなけれ ならない。 
5 は、 に した利用 を しないもの

とする。た し、 は、 で める に

い、利用 の は一 を することがで る。 
6 は、 で める に い、利用 を

することがで る。 
（開拓の村 物等の 用の 等） 
12  開拓の村 物等（開拓の村の 物（ の ー

ル、ビジターセンター、体 学 に

る。） 当 物の 設 、展示 れている 物

等（ 「展示 物等」という。） に を

いう。）を 用しようとする は、 ら め、

の を けなけれ ならない。 
2 は、 の をする 合に いて、総合博

物館の が ると めると は、 の

に を することがで る。 
3 9 10 の は、 1 の について 用

する。この 合に いて、 1 3 「 2
」と るのは、「 12 2 」と えるものとす

る。 
（ 等の ） 
13  本館 の 、 、 、 （

「 」という。）を行 うとする は、 ら

め、 で めるところにより、 事の を けな

けれ ならない。 
2 開拓の村の展示 物等 の 、

に 館 の 、 、 （

これらを「 利用」という。）を業として は学

のために行 うとする は、 ら め、

の を けなけれ ならない。 
（ 等の 法等） 
14  は、 員の 示に って行 なけれ な

らない。 
2 事は、 の を けた が の に

したと は、 の を り すことがで る。 
3 利用は、 の 示に って行 なけれ な

らない。 
4 は、 利用の を けた が の

に したと は、 の を り すことがで る。 
（ 等の 行等の ） 
15  本館 、開拓の村の展示 物等 し は

は 館 を し、 し、 し、 は

したものを 行し、 し は し、 は 等に

用しようとする は、 ら め、 で めるとこ

ろにより、 事の を けなけれ ならない。 
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（ の 出しの ） 
16  本館 の 出しを けようとする は、 ら

め、 で めるところにより、 事の を けな

けれ ならない。 
2 館 の 出しを けようとする は、 ら

め、 の を けなけれ ならない。 
3 は、 の を けようとする が の

のい れ に 当すると は、 の をしてはな

らない。 
（1） 館 の 用の目的が総合博物館の設 の目

的に すると 。 
（2） 館 を する れが ると 。 
（ の 示等） 
17  は、総合博物館の の 施設

等の が ると めると は、利用 、

12 1 の を けた れ い 館を利用

する に し の利用 し は 用に し 示をし、

は利用 し は 用 の に 業員を立 ら 、

利用 し は 用の を ることがで る。 
（ 事による ） 
1  5 の に ら 、 事は、やむを な

い事 が ると めると は、総合博物館の に る

業 を行うことがで る。 
2 の により 事が総合博物館の に る業 を

行う 合に いては、 7 2 「 」と

るのは「 事」と、「と は、 事の を て」と

るのは「と は」と、 ら 10 まで（ 9
10 の を 12 3 に いて 用する 合を

む。）、 12 1 2 、 13 2 、 14
3 4 に 16 2 3 「

」と るのは「 事」と、 11 1 「 の利用

に る （ 「利用 」という。）」と るのは

「 2に める の 内に いて 事が める の

用 」と、「 」と るのは「 事」と、

5 6 「 」と るのは「 事」

と、「利用 」と るのは「 用 」と、 「

」と るのは「 事」と、「 業員」と るの

は「 員」とし、 11 2 ら 4 までの は、

用しない。 
（ の委 ） 
19  この に めるものの 、総合博物館の に

し な事 は、 で める。 
2  北海道立総合博物館協議会 

（設 ） 
20  総合博物館の事業を つ に行うため、

事の として、北海道立総合博物館協議会（

「協議会」という。）を 。 

（ 事 ） 
21  協議会は、 事の に 、総合博物館の事業

に する 事 を 議する。 
2 協議会は、 に する事 に し、 事に 見を

ることがで る。 
（ ） 
22  協議会は、委員7人 内で する。 

2 協議会に、 の事 を 議 るため が る

と は、 委員を ことがで る。 
（委員 委員） 
23  委員 委員は、 に る のう ら、

事が する。 
（1） 学 を する  
（2） 博物館に する 見を する  
（3） イ 民 文化に する 見を する  

2 委員の は、2年とする。た し、委員が けた 合

に ける の委員の は、 の 間とす

る。 
3 委員は、 れることがで る。 
4 委員は、当 の事 に する 議が し

たと は、解 れるものとする。 
（会 会 ） 
24  協議会に会 会 を 。 

2 会 会 は、委員が する。 
3 会 は、協議会を し、会 を総 する。 
4 会 は、会 を し、会 に事 が ると は、

の を する。 
（会議） 
25  協議会の会議は、会 が する。 

2 協議会は、委員の2 の1 が出 しなけれ 、会議

を開 ことがで ない。 
3 会議の議事は、出 した委員の で し、可

のと は、会 の するところによる。 
（ 会） 
26  協議会は、 に 、 会を ことがで

る。 
2 会は、協議会 ら れた事 について

議するものとする。 
3 会に 会 を 、会 が 名する委員がこれに

当たる。 
4 会に す 委員 委員は、会 が 名す

る。 
（会 の委 ） 
27  この に めるものの 、協議会の に し

な事 は、会 が協議会に って める。 
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（施行 日） 

1 この は、 27年4月1日 ら施行する。 
（北海道立 イ 民 文化 センター 等の ）

2 に る は、 する。 
（1） 北海道立 イ 民 文化 センター （ 6

年北海道 4 ） 
（2） 北海道立開拓 館 （ 46年北海道 4

） 
（北海道立開拓 館 の に う ） 

3 この の施行 に （ 2 に る に る。）

の による の北海道立開拓 館 （

「旧 」という。） 11 、 14 2 は 17
2 の により がした は、 れ れ、

12 1 、 13 2 は 16 2 の により

がした と なす。 
4 この の施行 に旧 14 1 、 16 は

17 1 の により 事がした は、 れ れ、

13 1 、 15 は 16 1 の により 事が

した と なす。 
5 2 に めるものの 、この の施行の日 に旧

の により 事 は に してな れた

の で、この の施行の をする の

がな れていないものは、 日 に いては、こ

の の 当 に 事 は に して

な れた の と なす。 
（北海道 人 北海道 公開 の一

） 
6 に る の 「北海道立開拓 館」を「北

海道立総合博物館」に める。 
（1） 北海道 人 （ 6年北海道 2

） 44 2  
（2） 北海道 公開 （ 10年北海道 2

） 23  
 

1（ 7 ） 
区  利用日 利用 間 

本館、開拓の村

れ い

館 

1 月 4 日 ら 12 月 2
日まで（月 日（当 日

が国民の 日に する

法 （ 23年法

17 ）に する

日（ 「 日」とい

う。）に当たると は、

日に 当しない当

日の の日）を

。） 

9 30
ら 4

30 まで 

 

北海道 年

北海道開拓の村

 

4 月 1 日 ら 10 月 31
日まで 

9 ら

5 まで

 
2（ 、 11 ） 

1 本館に展示する を する 合 
（1） 設展示を する 合 

区  
利用 の  

人 10人 の団体 
1 等学校の 、

学の学 これら

に る  
370  1人につ  2 0  

2 1 の （学 に

しない 、 学校

の 、 学校の

これらに

る を 。） 

1 000  1人につ  50  

 
（2） 展示（本館が開 する 展示に る。（3）
に いて 。）を する 合 

区  
利用 の  

人 10人 の団体 
1 学校の 、

学校の こ

れらに る  
1 0  1人につ  130  

2 等学校の 、

学の学 こ

れらに る  
370  1人につ  2 0  

3 1 2 の

（学 に しない

を 。） 
1 000  1人につ  50  

 
（3） 設展示 展示を て する 合 

区  
利用 の  

人 10人 の団体 
1 学校の 、

学校の こ

れらに る  
1 0  1人につ  130  

2 等学校の 、

学の学 こ

れらに る  
690  1人につ  510  

3 1 2 の

（学 に しない

を 。） 
1 00  1人につ  1 420  
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2 本館に いて 用展示解説 を利用する 合 
1 につ  2 0  

 
3 本館の 展示 を利用する 合 

1日につ  70 900  
 
4 開拓の村に する 合 

区  
利用 の  

人 10人 の団体 
1 等学校の

、 学の学

これら

に る  

 1 060  1人につ  950  

 950  1 人につ 90  

2 1 の

（学 に し

ない 、 学校

の 、 学校

の こ

れらに る

を 。） 

 1 440  
1人につ  1 1 0

 

 1 1 0  1人につ  950  

 
5 開拓の村の 道 は りを利用する 合 

区  利用 の  
1 3 15 の  1人1 につ  230  
2 15 の  1人1 につ  500  

 
6 北海道 年 は北海道開拓の村

を利用する 合 
区  利用 の  

 1 1日につ  620  
用  1 1日につ  300  

自動 （ 動 自

を む。） 
1 1日につ  200  

 
1 4の に いて、 とは4月1日 ら11月30日まで

とし、 とは12月1日 ら 年3月31日までとする。 
2 6の に いて、 物自動 の利用 については、

体の によって、 は 用 の区 による

ものとする。 
 

2 北海道 博物館  
成26 10 1 第72号 

 
（ ） 
1  この は、北海道立総合博物館 （ 26年北海道

91 。 「 」という。） 19 の に 、

北海道立総合博物館（ 「総合博物館」という。）の に

し な事 を めるものとする。 
（ 館の ） 
2  5 に する （ 「

」という。）は、総合博物館の を す れが

ると められる に しては、 館を 、 は 館

ることがで る。 
（ 館 の 事 等） 
3  館 は、 、この の 示に

う 、 に の事 を しなけれ ならない。 
（1） 物、 設 は 4 1 の に す

る本館 （ 「本館 」という。）、 に

する 館 （ 「 館 」とい

う。） し は 12 1 に する展示

物等（ 「展示 物等」という。）を し、

し は し、 は れらの れの る行 を

しないこと。 
（2） 人に を し、 は の れの る行

をしないこと。 
（3） の で し、 は しないこと。

2 は、 館 が の に したことによ

り総合博物館の が ると めたと は、

当 館 に しては、総合博物館の利用を し、

は 館 ることがで る。 
（利用 の の ） 
4  は、 11 3 の により利用

の について 事の を けようとすると は、

1 の利用 を 事に 出しなけ

れ ならない。 
（利用 の の ） 
5  11 5 た し の で める は、

に る 合について、 1 に する利用

（ 「利用 」という。）の は一 を す

ることがで ることとする。 
（1） 1 の を けた （ 「利用

」という。）の めに することので ない事

によって利用が 可能になったと が め

たと 。 
（2） 利用の開始日の 15日までに利用を する の

出が って、 がこれについて 当の

が ると めたと 。 
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（3） 10 2 の により利用の を り

したと 。 
（4） の 事が の が ると めると 。 
（利用 の の ） 
6  11 6 の で める は、 のと

りとする。 
（1） に る については、利用 （

2の1の事 4の事 に るものに る。）を

することがで ることとする。 
 学校の は 学校 し は 等教 学校

の の の で る教 員 
イ 日 は国民の 日に する法 （ 23年
法 17 ） 2 に するこどもの日 し

は文化の日に利用する 等学校の これに

る  
 学校教 は 会教 により利用する 等学校

の これに る （10人 で利用する

合に る。） 
 学校の にこれらの

 
 法（ 22年法 164 ） 7 1
に する 施設に し、 は し

ている 年 の  
カ 体 法（ 24年法 2 3 ）

15 4 の による 体 の を

けている の  
 活 法（ 25年法 144 ）による

を けている  
 、 的 、

センター し は 業センターの

は により 的 と れた

の  
 センターの 、

は 科を うする により （

的 を 。）と れた の

 
 人 法（ 3 年法 133 ） 5 の3
に する 人 施設に している

の  
サ 65 の  
 の 事が らサまでに る に る

と める  
（2） のい れ に 当する 合は、 展示 の利

用 を することがで ることとする。 
 総合博物館と して開 する北海道の歴史、

文化、自然等に する 会、展示会等の しの

ために利用すると 。 
イ の 事が と めると 。 

（3） 2 に るものの 、 事が な が

ると める 合は、利用 を することがで

ることとする。 
（施設設 等の の ） 
7  利用 は 12 1 の を けた は、

本館の 展示 の 設 は に する開

拓の村 物等（ 「施設設 等」という。）の利用 は

用に し、施設設 等に の設 をし、 は を加

えてはならない。た し、 ら め の を

けたと は、この りでない。 
（ の 等） 

 利用 は 12 1 の を けた は、

施設設 等の利用 は 用を したと は、施設設

等を に しなけれ ならない。 10 （

12 3 に いて 用する 合を む。）の によ

り利用 し は 用の を り れ、 は利用 し

は 用を れ、 し は れたと も、

とする。 
2 利用 は 12 1 の を けた が の

を 行しないと は、 が って行い、

の 用を当 利用 は 12 1 の を け

た ら するものとする。 
（ の ） 
9  13 1 に する （ 「

」という。）の を けようとする は、 2
の を 事に 出しなけれ な

らない。 
2 事は、 を したと は、 3 の

を するものとする。 
（ 等の 間） 
10  利用（ 13 2 に

する 利用をいう。 。）を行うことがで る

間は、 10 ら 4 までとする。 
2 の に ら 、 事は、 が ると めた

と は、 の 間を することがで る。 
3 1 の に ら 、 は、 が る

と めたと は、 利用の 間を することがで

る。 
（ 等の 行等の ） 
11  15 の を けようとする は、

4 の 等 行等 を 事に 出しな

けれ ならない。 
2 事は、 15 の をしたと は、 5

の 等 行等 を するものとする。 
（本館 の 出しの ） 
12  16 1 の を けようとする は、

6 の 出 を 事に 出しな

けれ ならない。 
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2 事は、 の による が ったと は、当

が のい れ に 当する 合に り、 するこ

とがで る。 
（1） 独立行政法人 法（ 11年法 103 ）

2 1 に する独立行政法人が設 する博物館

館、博物館法（ 26年法 2 5 ）

2 1 に する博物館 に 法 29 の

による を けた博物館に 当する施設の  
（2） 会教 法（ 24年法 207 ） 21 に

する公民館の  
（3） 国立の 館 館法（ 25年法 11

） 2 1 に する 館の  
（4） 学校教 法（ 22年法 26 ） 1 に

する学校の  
（5） の 事が 当と める  

3 事は、 16 1 の をしたと は、

7 の 出 を するものとする。 
（本館 等の 出 間） 
13  本館 館 の 出しをすることがで

る 間（ 「 出 間」という。）は、60日 内と

する。 
2 の に ら 、 事は、 に が ると

めたと は、本館 の 出 間を することがで

る。 
3 1 の に ら 、 は、 に が

ると めたと は、 館 の 出 間を する

ことがで る。 
4 事は、 が ると めたと は、 出 間 で っ

ても、本館 の を めることがで る。 
5 は、 が ると めたと は、 出 間

で っても、 館 の を めることがで る。 
（本館 等の 等の 出等） 
14  本館 の 出しを けた は、当 本館 を

し、 は したと は、 に の を 事に

け出なけれ ならない。 
2 館 の 出しを けた は、当 館 を

し、 は したと は、 に の を

に け出なけれ ならない。 
3 は、 の による 出が ったと は、

や に の を 事に しなけれ ならない。 
（利用に しない本館 ） 
15  事は、 人 し は法人 の の団体（国

地 公 団体を 。 「法人等」という。）の

のため は公益 の により、一 の 間利用に

することが 当な （ 「 人の 等の

」という。）が れている本館 は

に る本館 で って一 の 間利用に しない

の が れているもの（ 「  

」という。）については、 の の利用（

「 等」という。）に しないものとする。 
2 事は、本館 は に 人の 等

の と れ の が れている 合に い

て、当 人の 等の と れ の とを

に、 つ、 等の が な れない 度に

することがで ると は、 の に ら 、当

人の 等の が れている を いて、

当 本館 を 等に す

ることがで る。この 合に いて、

については、 ら め の は の を

るものとする。 
3 事は、公益 の の 当の が り、 つ、

人 は法人等の 利利益を 当に する れがな

いと めると は、 1 の に ら 、 人の

等の が れている本館 は

を 等に することがで る。この 合に

いて、 については、 ら め の

は の を るものとする。 
（本館 の利用の ） 
16  事は、本館 の が ると めら

れると は、 の利用を することがで る。 
（ 事による ） 
17  1 1 の により 事が総合博物館

の に る業 を行う 合に いては、 2 「

5 に する （ 「 」と

いう。）」と るのは「 事」と、 3 1 「

」と るのは「 員」と、 2 「

」と るのは「 事」と、 5 「 1 」と

るのは「 1 2 の により えられ

た 11 1 」と、「利用 」と るのは「

用 」と、 1 2 「 」と る

のは「 事」と、 6 「利用 」と るのは

「 用 」と、 7 た し 、 2 、 10 3
、 13 3 5 に 14 2 「

」と るのは「 事」とし、 3 の

は、 用しない。 
  

（施行 日） 
1 この は、 27年4月1日 ら施行する。 

（北海道立 イ 民 文化 センター 施行 等

の ） 
2 に る は、 する。 
（1） 北海道立 イ 民 文化 センター 施行

（ 6年北海道 66 ） 
（2） 北海道立開拓 館 （ 46年北海道

27 ） 
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（ ） 
3 この の施行 に （ 1 に る に る。）

の による の北海道立 イ 民 文化 セン

ター 施行 （ 5 に いて「旧施行 」と

いう。） 10 、 11 は 12 た し の によ

り北海道立 イ 民 文化 センターの （ 5
に いて「 」という。）がした は 可は、

の 当 に 事がした と なす。 
4 この の施行 に 2 （ 2 に る に

る。）の による の北海道立開拓 館

（ 「旧 」という。） 6 た し の

により がした は、 7 た し の に

より がした と なす。 
5 2 に めるものの 、この の施行の日 に旧

施行 は旧 の により は 事 し

は に してな れた は 可の

で、この の施行の は 可をする の

がな れていないものは、 日 に いては、この

の 当 に 事 は に してな

れた の と なす。 
  1  
  （ 4 ） 
  2  
  （ 9 ） 
  3  
  （ 9 ） 
  4  
  （ 11 ） 
  5  
  （ 11 ） 
  6  
  （ 12 ） 
  7  
  （ 12 ） 
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文 北海道 博物館  
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1  
開館  

5 9月 9 30 17 00 10 4月 9 30 16 30 
館 間の30 までに り い。 

館  
月 日（ 日・ 日の 合は の 日）、年 年始（12月29日 1月3日） 

 この 館する 合も ります。 し は、 サイトなどで い。 

 
（1）総合展示 の  

    学生・ 生 一    

   人 300  600  

10 名 上の  200  500  
 学 、65 の は です。 館の に年 の るもの（ 、 、 など）を 示 い。 

 の る は です。 館の に などを 示 い。 

 校 は、 日・5月5日（こどもの日）・11月3日（文化の日）に利用する 合、 に学校教 は 会教 を目的として利用する10名 の団体の 合は

になります。 

 の 、北海道博物館と北海道開拓の村の チ ットや年間 ートなど、 なチ ットも ります。 

（2） 展示 の  
・ 展では、 める が となります。 
・ の 、 で見学で る テー 展なども開 します。 

の  
（1） に る事 に 当する は、 れらを するものを 示いた と、 が れます。事 が な 合が りますので、

ら め サイトで する 、 で い合 い。 
・ 学校の は 学校 し は 等教 学校の の の で る教 員 
・ 日 はこどもの日 し は文化の日に利用する 等学校の これに る  
・ 学校教 は 会教 により利用する 等学校の これに る （10人 で利用する 合に る。） 
・ 学校の にこれらの  
・ 法に する 施設に し、 は している 年 の  
・ 体 法の による 体 の を けている の  
・ 活 法による を けている  
・ 、 的 、 センター し は 業センターの は により 的 と れ

た の  
・ センターの 、 は 科を うする により （ 的 を 。） と れた の

 
・ 人 法に する 人 施設に している の  
・ 65 の  
・ の 事が に る に ると める  

（2） （1） の人で、 事が な が ると める 合は、 が れます。事 が な 合が りますので、 ら め

サイトで する 、 で い合 い。 
の  

 まに いては、 員の 示に う 、 に のような を す行 は られています。 
・ 物、 施設 は展示 を し、 し は し、 は れらの れの る行  
・ 人に を し、 は の れの る行  
・ の で し、 は すること 
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ー 要  

どこ らでも自 に見学で ますが、 間の目 としては、 の すすめ見学 ー が参 になります。 
 

 
 
 

 
展示 も見学すると、 らに30 60 ります。 

「 カイビ ー」は4月 9月の 日の 10 00 16 00に実施。 や などの 合は開放を します。 

 

2 図 の  
 を 利用 れる まは、総合展示の なしで利用いた けます。 

の  
 1 総合 内で「 利用 」と「 利用 」を け り い。 
 「 利用 」を 用し、1 総合展示 ら り い。 

   （利用 を 用しないと総合展示 の が りますので、 い。） 
 に いたら、 え けの で タッ を い。 して、 タッ に「 利用 」を 示のうえ、 利用 い。 
の  

 当の タッ に「 利用 」を し い。 
 総合展示 内を って1 展示 ら出て、1 総合 内で「 利用 」を い。 

 
 開館 間と です。 

 
 の  

の特別  
 の 、 、 、 は を行いたい 合は、事 に にて い合 ・ のうえ、「 」を 出して

い。 の 間は 10 ら 4 までです。 
の  

 を ・ ・ し、 は したもの（ 等と総 ）を 行し、 し は し、 は などに 用する 合は、事 に

にて い合 ・ のうえ、「 等 行等 」を 出して い。 
の  

 の 出を ける 合は、事 に にて い合 ・ のうえ、「 出 」を 出して い。 出 間は60日間 内

ですが、 事が に と めたと は、 することがで ます。 
 出を けることがで る は、 のと りです。 

博物館法 独立行政法人 法に する博物館 博物館 当施設の 、 会教 法に する公民館の 、国立の 館 館法に する 館の 、学

校教 法に する学校の 、 の 事が 当と める 合。 

 
  

の  
（1） 札幌 ら ター ナル・のり （北 ーン） 
 ・ ジ イ・ ール北海道  22「開拓の村」行 に し、「北海道博物館」で 。 
（2） 公 ら のり  
 ・ 札幌 らの の が 公 に ります。 
   北海道博物館まで 20 25 ります。 
（3） ・ ら 
 ・ ジ イ・ ール北海道 ・ 札幌 行 に し、「 学校 」で （ ら 15 ）。 
タ ー の  

  札幌 ら 10  

とりあえ コース（1時間） 総合展示 1 （30 ） 総合展示 2 （30 ）

おすすめコース（2時間） 総合展示 1 （45 ） 総合展示 2 （45 ） はっけん広場（30 ）

ルコース（3時間） 総合展示 1 （60 ） 総合展示 2 （60 ） 上ス イ ー（15 ）

記念 ール（5 ） はっけん広場（40 ）
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北海道博物館 イト  

 
 

 
 

 
種の  

 、 の の 、図 の と  
011-898-0466 FAX 011-897-1865 

 
 の 、イ ントの  

011-898-0500 行 イ ル  FAX 011-898-0590 
 

 の と  
011-898-0456  FAX 011-898-2657 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

北海道博物館 2 2   

  行  平成 30 年 11 月 30   
 ・ 行 北海道博物館  
  004-0006 別 別 野 53-2  
  TEL（011）898-0456   FAX（011）898-2657  
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